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三春町告示第１４号 

 

 平成３１年３月三春町議会定例会を、次のとおり招集する。 

 

  平成３１年２月１５日 

 

                                                   三春町長 鈴 木 義 孝 

 

１ 日  時  平成３１年２月２８日（木）午前１０時 

２ 場  所  三春町議会議場 
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平成３１年２月２８日三春町議会３月定例会を三春町議会議場に招集した。 

１ 応招議員・不応招議員 

 １）応招議員（１６名） 

１番 新 田 信 二 ２番 本 田 忠 良 ３番 隂 山 𠀋 夫 

４番 松 村 妙 子 ５番 山 崎 ふじ子 ６番 鈴 木 利 一 

７番 佐 藤 一 八 ８番 渡 辺 正 久 ９番 三 瓶 文 博 

10番 佐久間 正 俊 11番 小 林 鶴 夫 12番 橋 本 善 次 

13番 影 山 常 光 14番 日下部 三 枝 15番 影 山 初 吉 

16番 佐 藤   弘     

 ２）不応招議員（なし） 

２ 会議に付した事件は次のとおりである。 

議案第 １号 町道路線の廃止について 

議案第 ２号 町道路線の認定及び変更について 

議案第 ３号 権利の放棄について 

議案第 ４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい       

      て 

議案第 ５号 非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条 

例の制定について 

議案第 ６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ７号 三春町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ８号 三春町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９号 三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１０号 三春町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第１１号 三春町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

議案第１２号 三春町敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１３号 三春町福祉会館等の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議案第１４号 三春町高齢者生活支援ショートステイ手数料条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第１５号 三春町重度心身障がい者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

議案第１６号 三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１７号 三春町地区公共施設設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１８号 三春町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議案第１９号 三春町墓地条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２０号 三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２１号 三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２２号 三春町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 
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議案第２３号 三春町給水条例等の一部を改正する条例の制定について 

議案第２４号 三春町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２５号 三春町高額療養費貸付基金の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の

制定について 

議案第２６号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第２７号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第２８号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第２９号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３０号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３１号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３２号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３３号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３４号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３５号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３６号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３７号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３８号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３９号 三春町福祉会館に係る指定管理者の指定について 

議案第４０号 三春町生活工芸館に係る指定管理者の指定について 

議案第４１号 三春の里農業公園に係る指定管理者の指定について 

議案第４２号 三春ダム資料館物産展示室に係る指定管理者の指定について 

議案第４３号 三春町定住促進住宅に係る指定管理者の指定について 

議案第４４号 平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）について 

議案第４５号 平成３０年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

議案第４６号 平成３０年度三春町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

議案第４７号 平成３０年度三春町介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

議案第４８号 平成３０年度三春町町営バス事業特別会計補正予算（第２号）について 

議案第４９号 平成３０年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第４号）について 

議案第５０号 平成３０年度三春町病院事業会計補正予算（第１号）について 

議案第５１号 平成３０年度三春町宅地造成事業会計資本剰余金の処分について 

議案第５２号 平成３１年度三春町一般会計予算について 

議案第５３号 平成３１年度三春町国民健康保険特別会計予算について 

議案第５４号 平成３１年度三春町後期高齢者医療特別会計予算について 

議案第５５号 平成３１年度三春町介護保険特別会計予算について 

議案第５６号 平成３１年度三春町町営バス事業特別会計予算について 

議案第５７号 平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算について 

議案第５８号 平成３１年度三春町病院事業会計予算について 

議案第５９号 平成３１年度三春町水道事業会計予算について 

議案第６０号 平成３１年度三春町下水道事業等会計予算について 

議案第６１号 平成３１年度三春町宅地造成事業会計予算について 
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《議員提出議案》 

  発議第 １号 三春町議会基本条例の制定について 

  発議第 ２号 三春町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について 
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平成３１年２月２８日（金曜日） 

１ 出席議員は次のとおりである。 

１番 新 田 信 二 ２番 本 田 忠 良 ３番 隂 山 𠀋 夫 

４番 松 村 妙 子 ５番 山 崎 ふじ子 ６番 鈴 木 利 一 

７番 佐 藤 一 八 ８番 渡 辺 正 久 ９番 三 瓶 文 博 

10番 佐久間 正 俊 11番 小 林 鶴 夫 12番 橋 本 善 次 

13番 

16番   

影 山 常 光 

佐 藤   弘 

14番 日下部 三 枝 15番 影 山 初 吉 

 

２ 欠席議員は次のとおりである。 

なし 

３ 職務のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

事 務 局 長  増子 伸一    書記    久保田 浩 

４ 地方自治法第 121条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。   

町   長 鈴 木 義 孝 

副 町 長 坂 本 浩 之 

 

総 務 課 長 伊 藤   朗 財 務 課 長 眞 田 晴 信 

住 民 課 長 遠 藤 信 行 企 画 政 策 課 長 影 山 敏 夫 

税 務 課 長 佐久間 孝 夫 保 健 福 祉 課 長 佐久間 美代子 

子育て支援課長 影 山 清 夫 産 業 課 長 新 野 徳 秋 

建 設 課 長 宮 本 久 功 
会 計 管 理 者 兼 

会 計 室 長 
安 部 良 明 

企 業 局 長 村 田 浩 憲 
  

  

教 育 長 髙 橋 正 美 教育次長兼教育課長 永 山   晋 

生 涯 学 習 課 長 本 間   徹   

    

農業委員会会長 大 内 昭 喜   

    

代 表 監 査 委 員 村 上   弘   

５ 議事日程は次のとおりである。 

  議事日程 平成３１年２月２８日（木曜日） 午前１０時００分開会 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

   第３ 諸般の報告 

   第４ 議案の提出 

   第５ 町長挨拶並びに提案理由の説明 
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   第６ 議員提出議案の趣旨説明 

   第７ 議案の質疑 

第８ 議案の委員会付託 

   第９ 陳情事件の委員会付託                        

６ 会議次第は次のとおりである。 

      （開会 午前１０時００分） 

 

…………・・ 開 会 宣 言 ・・………… 

○議長  おはようございます。ただいまより、平成３１年三春町議会３月定例会を開催いたします。 

ただちに本日の会議を開きます。 

…………・・ 会議録署名議員の指名 ・・………… 

○議長  日程第１により、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、２番本田忠良君、３番隂山𠀋夫君のご両

名を指名いたします。 

…………・・ 会 期 の 決 定 ・・………… 

○議長  日程第２により、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日より３月１２日までの１３日間といたしたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日より３月１２日までの１３日間と決定いたしました。 

  なお、会期日程につきましては、配布いたしました日程表のとおりといたしますので、ご了承願

います。 

…………・・ 諸 般 の 報 告 ・・………… 

○議長  日程第３により、諸般の報告をいたします。 

出納検査の結果について、監査委員より、平成３０年度第９回、第１０回、第１１回の例月出納

検査報告がありましたので、その写しをお手元に配付しておきましたから、ご了承願います。 

…………・・ 議 案 の 提 出 ・・………… 

○議長  日程第４により、議案の提出を行います。 

提出議案は、お手元にお配りいたしました議案第１号「町道路線の廃止について」から、

議員提出議案発議第２号「三春町傍聴規則の一部を改正する規則の制定について」までの６

３議案であります。 

…………・・ 町長挨拶並びに提案理由の説明 ・・………… 

○議長  日程第５により、町長挨拶並びに提案理由の説明を求めます。 

  鈴木町長。 

○町長  ３月定例会の開会にあたり、予算案の概要並びに主な施策について説明いたします。 

平成２３年３月１１日の東日本大震災から、間もなく８年が過ぎようとしております。こ

の間、町は原発事故による除染対策を最優先に取り組んできました。現在は、仮置場の除染

廃棄物の搬出も進められており、仮置場の早期解消が図られるものと考えております。また、

町内に設置されている応急仮設住宅についても、平成３０年度をもって供与期間が終了する
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ことになっており、東日本大震災からの復旧・復興が確実に進んでいるものと考えていると

ころであります。 

さて、平成３１年度は「第７次三春町長期計画」の前期基本計画と「三春町まち・ひと・

しごと創生総合戦略」の計画期間の最終年度であります。三春町が目指す将来像として、長

期計画に定めます「豊かな自然・歴史・文化に育まれ 未来に輝く元気なまち 三春」の実

現に向け、取り組んできた成果を検証しつつ、新たな計画を取りまとめたいと考えておりま

す。 

役場新庁舎建築につきましては、平成３１年度に工事に着手し、平成３２年度には完成す

るよう、建築工事の予算を計上させていただいております。 

また、過日、郡山市を中心に近隣１４市町村で締結した連携中枢都市圏の協約に基づき、

さまざまな連携事業が具体的に検討されており、人口減少社会において、活力ある地域を維

持するための有効な施策として、重点的に取り組んで参りたいと考えております。 

次に、平成３１年度当初予算案の概要について申し上げます。 

  歳入では、町税収入の増加が見込まれるものの、依然として地方交付税や国・県の支出金

などに依存する割合が高い状況下にあります。 

  このような状況のもと、歳出では、役場庁舎建築工事に伴う財政負担や消費税増税の影響

などを考慮しつつ、事務事業の見直しを行いながら、予算を編成したところであります。 

一般会計当初予算の総額は、７９億８,２３８万円で、前年度と比較して９億４,６１１万

円の増額となりました。 

  放射性物質対策特別会計では、１０億７,９７７万円を計上し、前年度と比較して６億４,

４３５万円の増額となりました。 

  その他４つの特別会計の合計で３８億５,９８４万円、４つの企業会計の合計では１７億５,

７３９万円を計上し、これらを含めた平成３１年度の予算総額は、１４６億７,９３８万円で

あります。 

次に、第７次三春町長期計画に掲げた６つの基本目標に沿って、新年度の事業概要につい

て説明いたします。 

目標１ 誰もが安全安心に暮らせるまちづくりでは地域防災力の強化のため、小型ポンプ

付積載車の更新や防火水槽の修繕、消防屯所の新築実施設計などに取り組み、交通安全対策

としては、危険個所へのカーブミラー設置や防犯灯の設置工事などを行います。 

また、放射線管理及び健康管理の実施、風評被害払拭の取り組みとして、食品等の放射能

測定事業やふくしま森林再生事業、仮置場での除染廃棄物の適切な管理や可燃性廃棄物の搬

出準備などを継続して実施いたします。 

目標２の住みよい美しい環境で暮らせるまちづくりでは、幹線道路網の舗装補修や改良事

業、町道の維持工事、橋梁長寿命化修繕計画に基づいた、三春西大橋などの補修工事を継続

し、生活道路整備事業の助成金事業と併せながら、生活環境の整備を図ります。公共交通網

の充実については、引き続き、町営バス運行事業に努めて参ります。 

また、老朽化した町営住宅の改修や民間住宅の耐震診断、耐震改修、空き家改修等への助

成などを継続し、住環境の向上を図ります。 

日常生活に欠かせない上下水道については、施設の適切な維持管理や運営に努め、安定し

たサービスの提供に取り組んで参ります。 

目標３の豊かな心と文化を育むまちづくりでは、保育環境の充実を図るため、幼児教育・

保育の無償化に伴う対応や、第２保育所の指定管理者制度への移行を適切に行うとともに、
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私立幼稚園や認定こども園、小規模保育所への子ども・子育て支援給付事業について継続し

て実施いたします。 

教育環境の充実では、英語・漢字検定費の補助や体験学習の充実、食育の推進などと併せ、

基礎学力の向上や健康・体力づくりのための取組みも推進するとともに、生涯学習の観点か

らも放課後児童クラブなどの運営や、スポーツ少年団への活動支援などを継続して参ります。 

目標４の誰もが健やかに暮らせるまちづくりでは町民の健康増進を図るため、成人健診や

妊婦健診、乳幼児健診、予防接種事業などを継続して実施するとともに、「にこにこ元気塾」

や「高齢者社会参加ポイント制度」などの取組みを通して、健康寿命の延伸を図って参りま

す。 

地域医療については、医師会や町立三春病院などと連携し、引き続き休日・夜間の救急医

療体制の確保に取り組むほか、町立三春病院の機能の維持確保についても取組みを継続し、

地域医療の充実を図ります。 

また、病気や障がいなどで生活に不安を抱える方の相談支援を強化するとともに、共に暮

らせる地域づくりを目指し、地域や関係機関と連携し取組みを進めて参ります。 

  目標５の産業が育ち魅力と活力にあふれるまちづくりでは、農業の担い手の育成のため、

次世代育成資金交付金や新規農業従事者への給付金や補助金を交付することとしております。

また、農村環境の保全のためには、中山間地域等直接支払制度や多面的機能支払交付金制度

を活用し、取組みを進めて参りたいと考えております。 

商業の活性化、工業の振興、働く場の確保については、空き店舗対策事業、中小企業への

融資、雇用促進への奨励金制度など、継続して取り組んで参ります。 

通年型観光の推進については、愛姫を中心とした三春町の魅力の情報発信を強化し、滝桜

観光対策や各種イベントなどの観光振興事業について、商工会やまちづくり公社、環境創造

センターなどと連携し、事業を展開して参ります。 

また、定住人口の増加を図る施策の推進については、現在取り組んでいる宅地造成事業に

より、子育て世代の定住を促し、奨学金返還支援事業では若い方々の定住を促していきたい

と考えております。引き続き、賃貸住宅建設促進事業、定住促進住宅取得奨励金などにも取

り組んで参ります。 

目標６の協働と町民参画による自立したまちづくりではコミュニテイ活動への支援として、

各地区まちづくり協会への交付金事業などを継続いたします。 

その他、応急仮設住宅撤去業務の代理施行にかかわる経費や来年度予定されております、

各選挙費を計上しております。 

最後に、定例会に提出いたしました議案について申し上げます。町道路線の廃止や認定な

どに係る議案が２件、債権の放棄に係る議案が１件、職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正など、条例改正に関する議案が２１件、条例廃止に関する議案が１件、農業委員

会委員の任命につき議会の同意を求める議案が１３件、指定管理者の指定に係る議案が５件、

予算関係議案は「平成３０年度三春町一般会計補正予算」、「平成３０年度三春町宅地造成事

業会計資本剰余金の処分」、「平成３１年度三春町一般会計予算」など１８件で、あわせて６

１議案となっております。 

これらにつきましては、配布いたしました議案書、議案説明書のとおりであります。慎重

にご審議のうえ、全議案可決を賜りますようお願い申し上げ、新年度の所信と議案の概要説

明とさせていただきます。 
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…………・・ 議員提出議案の趣旨説明 ・・………… 

○議長  日程第６により、議員提出議案の趣旨説明を求めます。 

  議会運営委員長 渡辺正久君。  

○議会運営委員長 

  発議第１号「三春町議会基本条例の制定について」 

三春町議会基本条例を別紙のとおり制定する。 

  平成３１年２月２８日提出 

提出者 三春町議会 議会運営委員会委員長 渡辺 正久 

提案の趣旨は、次のとおりです。 

地方分権の推進により、自治体の自己責任と自己決定の範囲が拡大し、議会が担う意思決

定機関、行政の監視機関及び立法権限を有する機関としての役割と責任は、これまで以上に

重要なものとなってきた。 

このような中、地方議会を担う者が、その責務を果たしていくためには、二元代表制の趣

旨を踏まえ、一翼を担う首長と相互の抑止と均衡を図りながら、自治体の自立に対応できる

議会へと自らを改革していかなければならない。 

三春町議会及び三春町議会議員は、その役割を強く認識して議会活動を行うため、議会運

営の最高規範となる本条例を制定しようとするものであります。 

発議第２号「三春町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について」 

三春町議会傍聴規則（昭和４２年三春町議会規則第２号）の一部を別紙のとおり改正する。 

  平成３１年２月２８日提出 

提出者 三春町議会 議会運営委員会委員長 渡辺 正久 

提案の趣旨は、個人情報保護の観点から、標準の町村議会傍聴規則の一部が改正されたこ

とに伴い、所要の改正を行うため、本規則の一部を改正するものであります。 

なお、「三春町議会基本条例」及び「三春町議会傍聴規則の一部を改正する規則」につきま

しては、お手元にお配りしてありますので、慎重にご審議のうえ、ご決定くださるようお願

いを申し上げます。 

…………・・ 提出議案の質疑 ・・………… 

○議長  日程第７により、会議規則第３７条の規定により、提出議案に対する質疑を行いま

す。 

  これは、議案第１号から発議第２号までの提案理由の説明並びに趣旨説明に対する質疑で

あります。 

○議長  議案第１号「町道路線の廃止について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

  議案第２号「町道路線の認定及び変更について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第３号「権利の放棄について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 
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○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４号「職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５号「非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第６号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とし

ます。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第７号「三春町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とし

ます。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第８号「三春町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について」を議題と

します。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第９号「三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１０号「三春町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１１号「三春町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１２号「三春町敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定について」を議題としま

す。 
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  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１３号「三春町福祉会館等の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１４号「三春町高齢者生活支援ショートステイ手数料条例の一部を改正する条例の

制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１５号「三春町重度心身障がい者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１６号「三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について」を議

題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１７号「三春町地区公共施設設置条例の一部を改正する条例の制定について」を議

題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１８号「三春町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第１９号「三春町墓地条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第２０号「三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について」を議題

とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 
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議案第２１号「三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の制定について」を議

題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第２２号「三春町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について」を議題としま

す。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第２３号「三春町給水条例等の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第２４号「三春町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第２５号「三春町高額療養費貸付基金の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の

制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

お諮りいたします。 

  議案第２６号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」から議案

第３８号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」までの１３議案

は、関連性がありますので一括して議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

それでは、議案第２６号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」

から議案第３８号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」までを

一括して議題といたします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第３９号「三春町福祉会館に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４０号「三春町生活工芸館に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 
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（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４１号「三春の里農業公園に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４２号「三春ダム資料館物産展示室に係る指定管理者の指定について」を議題とし

ます。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４３号「三春町定住促進住宅に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４４号「平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）について」を議題としま

す。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４５号「平成３０年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について」

を議題とします。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４６号「平成３０年度三春町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について」

を議題とします。歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４７号「平成３０年度三春町介護保険特別会計補正予算（第４号）について」を議

題とします。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４８号「平成３０年度三春町町営バス事業特別会計補正予算（第２号）について」

を議題とします。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第４９号「平成３０度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第４号）について」

を議題とします。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。 
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（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５０号「平成３０年度三春町病院事業会計補正予算（第１号）について」を議題と

します。 

  収益的収入・支出、及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５１号「平成３０年度三春町宅地造成事業会計資本剰余金の処分について」を議題

とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５２号「平成３１年度三春町一般会計予算について」を議題とします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５３号「平成３１年度三春町国民健康保険特別会計予算について」を議題とします。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５４号「平成３１年度三春町後期高齢者医療特別会計予算について」を議題といた

します。 

歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５５号「平成３１年度三春町介護保険特別会計予算について」を議題といたします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５６号「平成３１年度三春町町営バス事業特別会計予算について」を議題といたし

ます。 

歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５７号「平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算について」を議題といた

します。 

歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５８号「平成３１年度三春町病院事業会計予算について」を議題といたします。 

収益的収入・支出、及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 
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○議長  質疑なしと認めます。 

議案第５９号「平成３１年度三春町水道事業会計予算について」を議題といたします。 

収益的収入・支出及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第６０号「平成３１年度三春町下水道事業等会計予算について」を議題といたします。 

収益的収入・支出、及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

議案第６１号「平成３１年度三春町宅地造成事業会計予算について」を議題といたします。 

収益的収入・支出、及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

発議第１号「三春町議会基本条例の制定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

発議第２号「三春町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これにて質疑を終結いたします。 

…………・・ 議案の委員会付託 ・・………… 

○議長 日程第８により、議案の委員会付託を行います。 

ただいま議題となっております「議案第１号」から「発議第２号」までは、お手元に配付

いたしました付託表のとおり、各常任委員会に付託並びに全体審査とすることに、ご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、各常任委員会にそれぞれ付託並びに全体審査とすることに決定いたしました。 

なお、付託以外の議案についても、各常任委員会において審査されますよう、お願いいた

します。 

…………・・ 陳情事件の委員会付託 ・・………… 

○議長  日程第９により、「陳情事件の委員会付託」を行います。 

陳情事件第１号「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の陳情」の委

員会付託につきましては、お手元に配付いたしました、陳情事件文書表のとおり、付託する

ことにご異議ありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、陳情事件文書表のとおり、経済建設常任委員会に付託することに決定いたしまし

た。 
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…………・・ 散 会 宣 言 ・・………… 

○議長  以上で本日の日程はすべて終了しました。 

  これにて散会いたします。ご苦労様でした。 

    （散会 午前１０時３５分）  
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平成３１年３月１日（金曜日） 

１ 出席議員は次のとおりである。 

１番 新 田 信 二 ２番 本 田 忠 良 ３番 隂 山 𠀋 夫 

４番 松 村 妙 子 ５番 山 崎 ふじ子 ６番 鈴 木 利 一 

７番 佐 藤 一 八 ８番 渡 辺 正 久 ９番 三 瓶 文 博 

10番 佐久間 正 俊 11番 小 林 鶴 夫 12番 橋 本 善 次 

13番 

16番 

影 山 常 光 

佐 藤   弘 

14番 日下部 三 枝 15番 影 山 初 吉 

２ 欠席議員は次のとおりである。 

なし   

３ 職務のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

事 務 局 長  増子 伸一    書記    影山 寛子 

４ 地方自治法第 121条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。   

町   長 鈴 木 義 孝 

副 町 長 坂 本 浩 之 

 

総 務 課 長 伊 藤   朗 財 務 課 長 眞 田 晴 信 

住 民 課 長 遠 藤 信 行 企 画 政 策 課 長 影 山 敏 夫 

税 務 課 長 佐久間 孝 夫 保 健 福 祉 課 長 佐久間 美代子 

子育て支援課長 影 山 清 夫 産 業 課 長 新 野 徳 秋 

建 設 課 長 宮 本 久 功 
会 計 管 理 者 兼 

会 計 室 長 
安 部 良 明 

企 業 局 長 村 田 浩 憲 
  

  

教 育 長 髙 橋 正 美 教育次長兼教育課長 永 山   晋 

生 涯 学 習 課 長 本 間   徹 
 

 

農業委員会会長 大 内 昭 喜   

    

代 表 監 査 委 員 村 上   弘   

５ 議事日程は次のとおりである。 

  議事日程 平成３１年３月１日（金曜日） 午前１０時００分開会 

   第１ 一般質問 

６ 会議次第は次のとおりである。 

（開会 午前１０時００分） 

 

 



18 

 

○議長  おはようございます。 

  開会に先立ち、傍聴者の皆様に申し上げます。 

  携帯電話をお持ちの方は、電源をお切りになるか、マナーモードにしていただきますよう、

お願いをいたします。 

  また、会議の様子を録音・撮影される場合は、予め議長の許可が必要になります。今回は

申し出がありませんでしたので録音・撮影はご遠慮願います。 

  なお、５月１日発行の「議会報みはる」に掲載するため、議会事務局職員が適宜、会議の

様子を撮影しますのでご了承願います。 

  本日は、８名の議員が登壇し、一般質問を行いますので、どうか時間の許す限り傍聴くだ

さるようお願いを申し上げます。 

…………・・ 開 会 宣 言 ・・………… 

○議長  それでは、ただいまから、本日の会議を開きます。 

…………・・ 一 般 質 問 ・・………… 

○議長  日程第１により、一般質問を行います。 

  一般質問は、会議規則第５２条の規定により、一問一答方式で質問席において行います。

質問事項は、質問と答弁がよくかみ合う議論となるよう、事前通告制をとっております。ま

た、会議規則第５８条の規定により、質問者１人につき、質問全体で３０分以内の時間制限

であります。 

  それでは、通告による質問を順次許します。 

○議長  ２番本田忠良君、質問席に登壇願います。 

  第１の質問を許します。 

○２番（本田忠良君）  議長の許可を得ましたので、先に通告しておきました次の２件につ

いて質問をいたします。 

１点目、９月の町長選挙に対する対応及び４期１６年の総括について、鈴木義孝町長は、

平成１５年９月、町長に就任して以来、行財政改革に努め、その成果を上げてきました。 

  町長職を引き継いだ当初は、一般会計借入金残高は約１３６億の借金があり、三春町は財

政再建団体になるだろうと言われていました。２９年度決算では、７１億まで減らしており

ます。また、町民の健康を守ってきた県立三春病院の廃止決定に伴い、即、町立三春病院、

隣接に敬老園を建設し、町の医療、福祉、介護の充実を図り、さらに長年の懸案事項であっ

た桜川河川改修工事に対し、県を動かし、これを完成させました。 

  近年の少子化に伴い、中学校の再編に取り組み、平成２５年４月に新三春中学校を開校さ

せるなど、４期１６年にわたり強いリーダーシップのもと財政再建、さまざまな行政課題の

解決に取り組んできました。 

  ことし、９月の町長選挙に対し、町民の間にはもう１期という声がある中でどのように臨

まれるのか、また、４期１６年にわたる町政の総括についてお聞かせください。 

○議長  第１の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  鈴木町長。 

○町長  先ずは、町長４期１６年の総括についてお答えをいたします。 

  私が町長に就任した平成１５年９月当時は、三春町は非常に厳しい財政状況にあり、議員

お質しのとおり、普通会計地方債現在高が約１３６億円と、正に危機的状況にあったことか

ら、就任後、すぐに財政再建に取り組みました。 

  指定管理者制度をはじめとした民間活力の導入を推進するとともに、無駄を排したスリム
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な行政システムの構築を目指し、事務事業の見直しを進めました。 

  議会の皆様におかれましても、職員とともに報酬額の減額に取り組まれるなどのご理解と

ご協力を賜りつつ、行財政改革に取り組み、平成２９年度末までに普通会計地方債現在高を

約７１億円までに縮減することができました。 

  財政再建に取り組む一方で、「三春町長期計画」に基づき、さまざまな行政課題について、

積極的に取り組んで参りました。 

  大雨のたびに氾濫し、床上床下浸水などの被害が発生していた「桜川」の改修については、

早期の事業実施を国・県に働きかけるとともに、改修後の河川環境に配慮した整備計画に取

り組みました。地権者の皆様のご協力並びに関係各位のご尽力により、平成２０年度より事

業が本格的に実施され、平成２８年度には上流工区が完成し、安全で町並みに調和した、景

観的にも素晴らしい桜川を実現することができました。 

  環境分野においては、沼之倉地内の焼却場の老朽化が課題でありましたが、西部環境セン

ターを建設し、平成１８年度より稼働させることができました。 

  商工・観光分野においては、滝桜及び周辺の整備とともに、中心市街地活性化にも取り組

みました。私の公約でありました、滝桜の「観桜料」を導入するとともに、その財源を活用

して、シャトルバスを運行させて渋滞緩和策を講じるなど、来町される皆様をおもてなしす

るための各種滝桜観光対策事業を実施させてただいております。 

  また、三春町は、春は桜の町として完成しておりますが、通年型観光を推進するために、

城山公園ともみじ山公園整備も実施いたしました。これらのアジサイやもみじ等は、１０年

後、２０年後には、町の新たな観光名所となるものと期待しております。 

  中心市街地活性化については、「商業核整備」を積極的に推進いたしました。商業核整備の

計画については、長年にわたり進めてきたところでありますが、これまでの取組みを具現化

させました。 

  町なかにヨークベニマルの新店舗が開店し、さらに、町の財産ともいえる「蔵」を「中町

蔵」や「北町蔵」として整備し、商業や観光の拠点として賑わいを創造することで、中心市

街地の活性化を図ることができました。 

  また、平成１６年度に「築城５００年記念」に併せて「産業祭」を開催し、マチとムラの

結びつきや町なか観光を振興する取組みを行う、現在まで「愛姫さくらまつり」や「三春秋

祭り」などに継続・発展させて参りました。 

  福祉分野においては、福島県が廃止を決定した「県立三春病院」を県から譲り受け、「町立

三春病院」として整備・存続させることにより、地域医療の継続・発展に取り組みました。

その後、老朽化により建て替えが急務でありました「三春町敬老園」を三春病院敷地内に新

築し、三春町における福祉、介護の拠点として、一体的で効率的な整備・運営を行っており

ます。 

  これらを核として、地域密着型介護サービス事業所の支援を行うなど、各種施策に取り組

んで参りました。 

  教育分野においては、急激な少子高齢化並びに人口減少など、社会情勢の変化に対応し、

町内の中学校の再編に取り組みました。 

  平成２５年４月に新たな三春中学校を開校させ、町内の中学校を２校に統合することで、

教育環境を充実させるとともに、効率的な学校経営を行うことが可能となりました。 

  このように取り組んで参りました４期１６年の町政において、最も大きな出来事は、平成

２３年３月１１日の東日本大震災と、その後の東京電力福島第一原子力発電所事故であった
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のではないかと思います。災害復旧にあたるとともに、これまでに誰も経験のなかった放射

性物質への対応にも迫られることとなりました。 

  小中学校及び幼稚園保育所の敷地内の表土除去やエアコンの整備、住宅地をはじめとする

町内の除染作業、食品放射性物質の計測やホールボディーカウンターの実施など、さまざま

な施策を展開する中で、各地区の自主防災会を中心として町民の皆様におかれましては、高

齢者の安否確認やヨウ素剤の配布、被災者の避難所の設営・受入れ、仮設住宅の建設など多

方面にわたり、献身的なご協力を賜り、町民一丸となって取り組んでいただいたことにより、

難局を乗り越えることができましたものと、改めて感謝申し上げる次第であります。 

  除染廃棄物の管理や搬出、風評被害の払拭など未だ課題は山積しておりますが、今後も皆

様のご協力を賜りながら、推進して参りたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

  私は公約で「町民の目線に立っての町政執行」を行うと申し上げて参りました。これまで

の４期１６年間は、「町民の目線に立って町政執行」を行ってきたことにより、議会の皆様を

はじめとする町民の皆様に多大なるご協力を賜りながら、ともに進めることができた「協働

によるまちづくり」であったと感謝申し上げますとともに、総括することにいたします。 

  次に、９月改選期に向けた考えについてのご質問でありますが、任期がまだ半年余りある

中、現在は、その後について考える段階にはございません。今は、任期中、精一杯務めて参

りたいと考えているところでございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  本田忠良君。 

○２番（本田忠良君）  ただいま４期１６年にわたっての総括ということで答弁をいただき

ましたが、この間さまざまな事業を展開したことは、今の答弁の中にもあると思います。 

  私が一番、鈴木町長が功績の大なのは、やはり、質問の冒頭にも申し上げましたが、平成

１５年の段階で１３６億の借金を、２９年には７１億まで減らしたと。これは、この１３６

億の三春町の借金というのは、一般企業で言えば、明日か明後日にでも倒産してもおかしく

ないと、いうような状況ではなかったのかと思います。 

  また、自治体で言えば、もう財政再建団体になると、いうことになってもおかしくないと

いうような状況でございましたが、財政再建団体というのは、皆さんご存じのとおり北海道

の夕張市がかなり知られておりますけれども、平成７年に財政再建団体になりまして、その

ころは、自分で予算編成とか、全く事業も自分の町でやることができない、ということで、

何かをするというふうになれば、必ず国の許可を得なくてはならないというような状況でご

ざいます。今現在、夕張市はそのようになっていると聞いております。三春町もこのように

なったかもしれないというのは、それを防いだのは、私は、鈴木義孝町長の腕であったと思

っております。 

  そこで、いろんな事業を展開してきた１６年の間に、展開してきた中で、もっとも印象に

あるのは何か、一つ挙げるとすれば何かお聞きしたいと、そのように思います。 

  また、先ほど９月の町長選挙に当たりまして、議会、町民の皆様との協働によるまちづく

りであったと感謝申し上げます、ということで、今現在はあと６カ月あるので考えていない

ということでございますが、あと６カ月ではなくて、もう６カ月しかないと、いうことでご

ざいますので、できれば、きょう傍聴においでになりました町民の皆さんも、町長の胸の内

をもう一度聞かせていただければというふうに思います。 

  胸の内として、もう１期出るのか、または後継者が頭の中にあるのか、または、全くの白
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紙か、ということで、町民の皆様に対してもできればもう一度答えていただければと思いま

す。いかがでしょうか。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  鈴木町長。 

○町長  １６年間の中で何か一つ、一番の思い出というか、それをということでありますけ

れども、いろんなことがありまして、一つだけ選ぶというのは非常に難しいと思っておりま

す。 

今、申し上げましたようにいろんなことがありました。桜川の河川改修、それから、県立

病院がいきなり、廃止ということ、それから町長になったとき、私は議長を務めておりまし

た。そんな関係で、議員がお質しのように議会では、町の財政に対して非常に危機感を持っ

ておりました。そんな関係で財政が厳しいので、「議長、町長になれ、なれ」と、なるように

という有志議員会をつくっていただいて進められまして、町長になったんですけれども。 

  最初に、財政再建を考えるためにも、全職員を対象に個人面談を始めました。ワンペパー

を提出していただいて、職員が日々何を考えて仕事をしているのか、まず知らなければなら

ないと、全職員を対象に今も個人面談は続けております。直接仕事をするのは職員でありま

すから、職員の考えというのは非常に重要だと思って個人面談をしました。その中から、い

ろんな意見がありまして、いくつものプロジェクトチームを立ち上げました。各課から１名

ずつ募って、三春町の行財政改革はどうあるべきかというプロジェクトチーム、それから、

個人面談で出たことで人事評価、三春町の人事評価はどういう制度であるべきか、これもプ

ロジェクトチーム。そして、職員が考えて基本的なことをつくり上げてくれました。財政再

建です。従って、職員がみずから財政再建に取り組むという姿勢が生まれました。やっぱり

職員なんだと、そう思ってやってきました。ですから、職員と、そして議会と、そして町民

の皆さん方も町の財政は厳しいんだという、ご理解をいただいたおかげで借入金の縮減がで

きたと、私はそう思っております。 

  何か一点と言われても非常に難しいなと思っておりますから、あとは何といっても東日本

大震災と原発事故、これは全く未曾有の経験のない、しかも現状を見ての判断、非常に厳し

かったと思いますけれども、これも多くの町民の皆さん方、自主防災会の皆さん方のご協力

によって、今、落ち着きを取り戻すことができたと、このように感謝をしているところであ

ります。 

  一つだけと言われますと答弁にならないかもしれませんけれども、そんなことでご理解を

いただきたいなと思います。 

  それから、９月の選挙につきましては、先ほども申し上げましたけれども、しっかり熟慮

をして、答えを出していきたいなと、今はそんな状況にあるということでご理解をいただき

たいと思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第２の質問を許します。 

○２番（本田忠良君）  次の質問に入らせていただきます。町の水道事業についてですが、

昨年、水道法の改正により民間への運営委託が可能となりました。そのような中で、２月１

１日の新聞紙上において県内各自治体のアンケート調査があり、三春町を含め７割が民間委

託しないといった回答でした。 

  この改正法は、近い将来間違いなく訪れる人口減少による水需要の減少、水道施設の老朽
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化、職員数の減少、これらの諸問題を解決し、将来にわたり安全な水の安定供給を維持して

いくためには、水道事業の基盤強化を図ることが必要とうたっております。そのような中で、

次の質問をいたします。 

  １、現在、水道管の総延長はいくらか。そのうち、今後１０年以内に更新が必要となって

くる水道管はどのくらいになるか。また、その費用はいくらになるかお尋ねします。 

  ２、今後、水需要の減少及び職員数の減少に対する対策をお尋ねします。 

  ３、水道料金は、現在のまま維持できるのかお尋ねします。 

○議長  第２の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  村田企業局長。 

○企業局長  お答えいたします。まず初めに、昨年改正された水道法は、自治体の広域連携

による基盤強化、及び運営権を民間企業に委託する「コンセッション方式」の推進が主なも

のでございます。 

  １点目でありますが、水道管の総延長は平成２９年度末時点で、約１５３ｋｍであります。 

  その内、布設後４０年経過した管を老朽管と言いますが、管路の更新基準いわゆる実使用

年数としては、管の種類や埋設されている地盤にもよりますが、５０年から６０年使用でき

るとされております。 

  そのようなことから、今後１０年以内に更新が必要となってくる管は３ｋｍ程度であり、

全体の約２％になります。 

  費用についてですが、水道管はそのほとんどが国道・県道・町道に埋設されており、道路

の復旧費も含めると、２億円程度かかる見込みとなります。 

  ２点目でありますが、水需要に関しては、１０年前の平成２０年度の給水量は１３６万５

千立方メートルで、平成２９年度決算では１３７万４千立方メートルと、現在横ばいとなっ

ております。 

  また、現在の浄水場完成に伴い、平成６年度より浄水施設の運転管理の外部委託を開始し、

平成１０年度からは水道会計及び料金事務の外部委託を行っており、職員数の減少について

は、第三者への委託導入により対策を行っております。 

  ３点目でありますが、水道料金は、平成９年の料金改定後値上げせずに、現在に至ってお

ります。 

  水道設備の更新及び修繕は、計画的に行っており、今後も現状維持できるよう、健全経営

に努め、安心・安全な水道水を供給して参りますので、御理解のほどよろしくお願いします。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  本田忠良君。 

○２番（本田忠良君）  まず、コンセッション方式が推進の柱であるということですが、こ

のコンセッション方式というのは、外国と日本の場合では少し違うんでございますけれども、

これは別といたしまして、第１の質問に対してですが、総延長１５３キロメートルに対して、

今後１０年以内に更新が必要となってくるのは２％、３キロ程度であると、費用も２億円ぐ

らいであろうという答弁を聞きまして、非常に安心しております。 

  ただ、今後、取りかえる費用です２億円ということでございますので、１０年間で２億と

いうのは、決して安い金額ではないというふうに思いますが、この２億という費用はどのよ

うに対処していくのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  村田企業局長。 
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○企業局長  お答えします。 

  基本的には、費用については当然のごとく水道事業収益での対処になります。ただし、必

要に応じ、水道事業経営安定基金もございますので、そちらを活用し対応したいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  本田忠良君。 

○２番（本田忠良君）  ２点目の質問に対してですが、１０年前とほとんど給水量が変わっ

ていないといった答弁でしたが、現在までですが、最近においては、この好条件が揃ってい

たんではないかというふうに思われるんですが、例えば今まで水を使用していた三春町にと

っては、大きな工場、それが移転によって水道水に変更したと。または、葛尾村と富岡町で

すか、この辺が公営復興住宅の建設によって、約３００軒ぐらい増えていると思われるんで

すが、その分が多分、今の水需要につながっているんではないかと、その辺を差し引くと、

水需要は減っているんではないかな、というふうに思われるんですが。 

  ことしの冬は、かなり一般住宅、井戸水を使用している住宅にとりましては、この水不足

がかなり深刻な問題になっておりますので、本管が通っているあたりの町民の家ですか、そ

の方たちにぜひこの水道水は渇水がないと、いうことをＰＲしていただいて、水道のほうに

参加してというか供給を、町の水道を利用していただけるようなＰＲなんかを、とっていた

だければいいのかなと思いますが、その辺はどのようにお考えているでしょうか。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  村田企業局長。 

○企業局長  お答えします。 

  まず、基本的に水道水は強制的に入れということは、まずできません。ただし、この安心・

安全な水道水の周知ということで、今後、広報等を通じて周知をしていきたいというように

考えております。 

  以上でございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  本田忠良君。 

○２番（本田忠良君）  ３点目の質問に対してですが、水道料金が２０年間、三春町は上が

っていないということでございますが、据え置きということで町民にとっては大変喜ばしい

ことだと思います。 

  ちなみに、福島県内には５９市町村がありますけれども、この中で高い自治体、または安

い自治体、そして、三春町はどの辺に位置しているか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  村田企業局長。 

○企業局長  お答えいたします。 

  水道料金のご質問でございますけども、お手元に平成２８年度市町村公営企業年報という

のを、今回、用意したんですけども、これによりますと県内水道料金ランキングということ

で、一般家庭で１カ月２０立法メートル使用した場合の比較でございます。 

  一番高いところが、税込みですけども４,８６０円でございます。一番安い、一番安いのが

１,９００円でございます。三春町がどの位置にあるかというご質問でございますけども、三

春町は、現在、税込みで３,７８０円でございます。順位的には、２１、２２、同額ですけど
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も、この位置にあると。県内町村の先ほど申しました５９のうち３０町村ぐらいは、大体３,

０００円から４,０００円の間で設定していると、現在。だから、ほぼ三春町は、その真ん中

ぐらいの位置にあるのかなと、いうふうに私どものほうでは考えております。 

  以上でございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  本田忠良君。 

○２番（本田忠良君）  最後に、もう一点だけ質問したいと思います。 

  第１の質問の答弁の中に、「必要においては水道事業経営安定化基金も利用したい」といっ

た答弁がありましたけれども、これは平成３０年度三春町積立基金調書、平成３１年１月末

に発行されたものなんですが、この中に水道事業経営安定化基金１０億１,７４４万２,００

０円とあるんですが、多分、このことだと思うんですが、昨年、白山貯水池ですか、あそこ

の改修工事で約５億ぐらい、多分この中から拠出したと思われるんですが、そのほかに、こ

の経営安定基金から拠出した何か事業があるのかどうか。そして、現在、この経営安定基金

がどのくらいの現金が残っているのかということと、もう一つ、これ、１月の段階で１０億

１,７４４万２,０００円が残っているということは、多分、企業局のお金でありながら、こ

れから一時借り入れるというような状況で、将来はまた返すというような内容なのでしょう

か。その辺ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  村田企業局長。 

○企業局長  お答えします。 

  まず、三春町水道事業経営安定基金については、先ほど議員がおっしゃいましたように基

金自体は１０億余りございます。ただ、今までの事業の中で基金自体は１０億ありますけど

も、企業局で例えば先ほど申しました白山配水池、あそこの整備で昨年の９月に完成してお

りますけども、５億ほど借入を起こし、これから返済していくという形で水道安定基金を取

り崩すのではなくて、借りて返してなくならないような形を現在とっています。 

  そのほかに、前にあったのは平成８、９、１０あたりの、主なものは芹ケ沢配水池等やそ

こに引っ張る管等々でかなりの金を借りていて、現在返済をして、その分が大体２億７,００

０万ほどまだ残っておるということで、あくまでも資金がなくならいように一時的に借りて

返すということで健全経営に努めております。 

  金額的な話をしますと、これは決算上での話ですけども、まず、現金としては約１億５,

０００万ほどございます。そのほかに、すぐに現金にできる債権を持っています。これが１

億です。合わせて２億５,０００万がキャッシュベースということでございます。 

  貸付金ということで、７億６,８００万ほど企業局がこの水道安定基金から借りて、また返

すということを今後も繰り返しながら、基金自体は１０億程度を常に保っておくということ

で安定経営に努めていくという考えでございます。 

  以上でございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

 

○議長  ６番鈴木利一君、質問席に登壇願います。 

  第１の質問を許します。 

○６番（鈴木利一君）  先に提出してあります３件について質問したいと思います。 
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  まず１点目なんですが、町営バスの運行についてであります。 

  １、現在の町営バスの利用者数はどのようになっているのかお伺いしたいと思います。 

  ２番目に、運行日の変更を考えているようでありますが、変更内容はどのようになってい

るのかお伺いしたいと思います。 

  ３番目に、高齢化社会での住民の足の確保を将来的にどのように考えているのか、お伺い

したいと思います。 

○議長  第１の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  遠藤住民課長。 

○住民課長  質問にお答えいたします。１点目の質問でありますが、現在の町営バスは、ス

クールバスを活用し、１８路線４５便で運行をしております。昨年度の利用者数は３４,７８

０人で、１月当たり利用者数は約２,９００人となっております。 

  ２点目の運行日の変更についての質問でありますが、現在、月曜日から土曜日までの運行

している朝晩コース６路線のうち５路線について、土曜日の利用者が著しく少ないため、４

月１日から土曜日の運行を廃止するものであります。 

  ３点目の質問でありますが、運行時刻の見直しや、三春中スクールバスとの乗り合い運行

を実施するために教育委員会と協議を行い、可能かどうかを含めて準備を進めているところ

であります。 

  また、公共交通空白地域に住んでいる方について、バス停までをつなぐ方法などについて

も鋭意研究を重ね、関係部局とも調整を図りがら、定期路線の改変に併せて計画素案の策定

などの準備を段階的に進めております。 

  今後も、財政負担を考慮しながら、最小の経費で最大限の効果が得られるように努めて参

りたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  町営バスの問題については、今までにも多くの議員が質問しており

ます。それだけに、町民が本当に心配している問題だっていうふうに思うわけであります。

今までにも、路線の見直しやダイヤ改正などでかなり努力をしてきたというのはわかるんで

すが、それでもまだまだ利用者が少ない。これはどこかに原因があるんだろうなというふう

に思います。 

  先ほどの利用者数なんですが、１日当たり２,９００人、単純に計算をして１便当たり、４

５便があるんで、１便当たり大体２名か３名かなと単純計算にそのように割り算できるんで

すが、それで今までにもそんな努力をしながら、まだまだ利用者の増にはつながっていかな

い。それは大きくどこかに問題があるのではないか。例えばですが、三春町にとって町営バ

スのあり方自体も含めて、何か問題があるんではないかというふうに思いますが、その辺も

含めてどのようにお考えか、お伺いしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  遠藤住民課長。 

○住民課長  ただいまの再質問についてお答えします。 

  利用者数が、町営バスの利用者数が少ないのは、何か今の現状について問題があるんでは

ないかといったご質問でありますが、町営バス、なかなか今現在自動車社会であって、個人

で車を持っている中で、町営バスを利用される方というのがいないのも現実的であります。 

  あと、先ほど申し上げました交通空白地域、というふうな話で申し上げましたけども、そ
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この明確な定義というのはないんですけども、基本的にほかの自治体と、あと全国的になん

ですけども、バス停から３００メートル以上離れている場合には、既定のバス路線に対して

交通空白地域というふうにみなすというふうな地区というふうなもので、全国的にみられて

いるわけです。 

  そういう中で、三春町は町内、旧町内を除けば、ほぼ全域が交通空白地域に該当するんで

はないかというふうな状況の中で、三春町の財政負担、そういったものを踏まえながら、バ

スの運行をしている状況であります。そういう中で、利用者等の増についても順次段階的に

進めていくというふうな形で考えているわけなんですけども、なかなか利用者増にはつなが

らないというふうなことでありますが、今後もそういったことも含めて、まずコストを抑え

ながら、本当に利用したいという人たちを、バスのほうに誘導できるような施策を考えて参

りたいと思います。 

  以上です。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  今まであったバスがなくなるという、利用者が少ないから減らすん

だということなんですが、今まであったものがなくなるということは非常に不安になる。ま

してや将来展望が示されない中、例えば三春町は将来的にはこのように高齢者の足を守るん

ですよ、というふうな何か具体的なものが示されない中で廃止をされる。 

  例えばですが、将来的にはデマンドタクシーなり、乗り合いタクシーなりをうまく活用し

ながらバスと併用していくんだというふうな、何か具体的なものがあれば、それに向けての

過渡的に廃止なのかなというふうに思って、仕方ないのかなというふうに思うわけですが、

何もない中で将来展望が示されない中で、人数が少ないから利用者数が少ないからというだ

けで、運行が廃止されてしまうというのはやっぱり利用者にとっては非常に不安になる。 

  ましてや、バスを利用している人は明らかに高齢者の人が多いわけですよね、見れば。そ

ういった中で、本当にこれからの高齢者の足をどうしていくんだというふうな、もっと具体

的に何かを示してやらないとしようがない時期に来ているのかなというふうに思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  遠藤住民課長。 

○住民課長  ただいまの再質問にお答えいたします。 

  具体的に高齢者の足を今後どういうふうに確保していくのかと。路線の廃止だけじゃなく

て、不安をあおるような形じゃなくて、具体的にどんなことを町のほうで考えているのかと

いうふうなお話、お質しだと思うんですけども、今までの一般質問の中でも町のほう、当局

のほうでお答えしておりますが、地域との協働そういったものも踏まえて、ボランティア輸

送とか、あとはＮＰＯ法人事業体、あるいは町が主体となって、そういったボランティアの

両方を兼ね備えた形で高齢者の足を地元の方たちと協働しながら、足を確保していくという

ふな形でコストを最小限に抑える。 

  先ほども申し上げましたけれども、できる限り少ないコストでそういうふうな形でお互い

さま、助け合うような形の交通網を、バス停までの交通網あるいは旧町内までの交通網、そ

ういったものも町全体として福祉運送というふうな形も含めて、全て網羅した形で今後そう

いったことも含めて検討していく、というふうな中で、その前段として見直しというふうな

形で考えております。 
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  ですから、先ほど最初に申し上げましたとおり、段階的に進めているという状況でありま

す。 

  以上です。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  将来的には、先ほど答弁にあったようにいろいろ考えていく中での

段階的なものだというふうに理解をしました。 

  それと、今までにも例えば秋祭りなどにそういったイベントのときに、土日、バスの運行

ありましたよね。それの運行はどのように考えているのか。今回減になるのは朝晩コースと

いうことなんですが、そういったバスの運行が、イベントのときのバスの運行はどのように

考えているのか。 

  それと、今回の廃止になる路線についての町民に対する周知の方法ですね。どのように考

えているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  遠藤住民課長。 

○住民課長  ただいまの質問にお答えいたします。 

  イベント時の運行なんですけども、イベント時は通常、運行は土日であれば運行はしてお

りませんので、町営バスについては。ただし、日曜日に運行しているものとして三春の里路

線、環境創造センターを回っていく路線については、昼間は回っております。そういったも

のについて、イベントとタイアップしたような形で、路線の運行をしようかというふうな形

で今後考えていきたいと思っております。 

  あと、２点目の今回の廃止、廃止についてなんですが、周知についてまず広報、あとはイ

ンターネット等に掲示して、周知したいと思っております。 

  あと、さらに防災無線等でも３月末に流すようにしたいと思います。 

  以上です。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第２の質問を許します。 

○６番（鈴木利一君）  ２点目でありますが、子供たちの遊び場の確保についてであります。 

  １点目、公園の遊具の現在の整備状況と将来の計画はどのようになっているのか、お伺い

したいと思います。 

  ２点目ですが、室内遊び場の確保で、子供たちが安心して遊ぶことができる環境を整備す

る考えはあるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長  第２の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  影山子育て支援課長。 

○子育て支援課長  お答えいたします。 

  まず、１点目ですが、公園の遊具の現在の整備状況と将来の計画ですが、現在町内には学

校、保育所・幼稚園を除き、都市公園や農村公園、地区の児童遊園地及び町営住宅など公共

施設内公園の中で、遊具が設置されている施設が４０カ所あります。 

  町では、平成１９年度に専門技術者による遊具の定期点検を行い、その結果と日常点検の

結果に基づき修繕を行って参りましたが、平成２６年６月に『都市公園における遊具の安全

確保に関する指針』が改正されたことや、前回点検から１０年以上が経過したことから、今
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年度専門技術者による点検を改めて実施いたしました。 

  その結果、安全基準や老朽化により現状のままでは使用できない遊具が数多く確認された

ことから、次年度より地元関係者と協議しながら順次撤去や修繕を行って参りたいと考えて

おります。 

  なお、都市公園など新規公園を整備する計画は、現在ありません。 

  ２点目ですが、現在町では三春町地域子育て支援センターを室内の遊び場として、親子で

気軽に遊べ、ゆっくり過ごせる場所として提供しております。保育士３名が常駐しており、

安心して遊べる場所として、引き続き周知を図って参りたいと考えております。 

  また、こおりやま広域連携中枢都市圏の連携事業といたしまして、子どもの遊び場等の共

同利用の推進事業が位置づけられております。今後は、具体的な共同利用のあり方について、

圏域内自治体と協議を進めて参りたいと考えております。 

  なお、地域子育て支援センターやこおりやま広域圏での共同利用以外にも、中長期的な視

点に立って、子どもたちが安心して遊べる屋内遊び場整備の必要性について、来年度実施い

たします第二期の三春町子ども・子育て支援事業計画策定の中で、具体的に検討して参りた

いと考えております。 

  以上です。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  まず、公園の遊具についてでありますが、今現在、安全基準や老朽

化によって、現状のままでは使用できないっていうような報告がありました。今現在、使用

できない、このままでは使用できないということは、今現在公園の遊具について、例えば安

全ロープを張って使用できなくしておくのか、構わないで使用させておくのか、このままで

は使用できないって言っているんですから、何かの処置はしたのかと思うんですが、その点

についてお伺いしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  宮本建設課長。 

○建設課長  お答えいたします。 

  ４０カ所の公園に１６８基の遊具が現在設置されてございます。今年度行いました遊具点

検の結果、何らかの保守、修繕が必要な遊具の数は７６基ありました。その中で、特に危険

性が高く緊急修繕が必要なものについては、現在使用禁止としているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  それと、あと次年度以降については地元の関係者と協議しながら、

撤去や修繕を行っていくとあるんですが、例えば、公園を利用する人が公園を利用しても遊

具は利用しないという人もいますよね。これはね。地元関係者というのはどんな人を指すの

か。例えば、公園は利用するけど遊具使わない、そんな人も、そんな人と言ったら失礼です

が、そういう方の意見を聞いて遊具がいらない。例えば、修繕が必要だっていう判断をする

のか、実際に遊具を使っている人の意見を聞いて、いや、これは余り使わないからいらない

ですよとか、ここはぜひとも必要だから修繕してくれよというのか、その関係者というのは

どんな人を指すのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 
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  宮本建設課長。 

○建設課長  お答えいたします。 

  先ほど答弁させていただきましたが、公園の中にはいろんな種類の公園がございまして、

中には地元で管理している公園等もございます。そういった観点から地元区長さん、そうい

った方々に広く聞いて、意見を聞いてどのようにしていくか、年次計画で対応していきたい

と考えているところでございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  室内遊び場の関係なんですが、今現在、子育て支援センターを利用

しながら室内遊び場として利用していただいているということなんですが、支援センター、

特殊なつくりというか、２階建てで非常に小さく区切られた部屋が多くてというふうに理解

するんですが、もっと跳びはねて遊べるような広い室内遊び場が必要なのではないかという

ふうに思うんですよね。 

  そこで、第２体育館、旧三春中学校体育館、あそこには倉庫なども併設して、使わない倉

庫などもかなりあるというふうに思うんですが、そんな場所を利用しながら、おもいきり体

を動かして遊んでもらうような施設があってもいいんではないか。新たな建物を建てて、行

うのではなかなか大変なんですが、既存の施設を利用しながら、第２体育館、日中利用しな

い時間帯、調整をしながらそんな利用も含めてあってもいいんではないか。そうすると、体

育館ですので、本当に飛んだり跳ねたり駆けまわったりすることができるんではないかとい

うふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  影山子育て支援課長。 

○子育て支援課長  お答えいたします。 

  室内の遊び場、現在地域子育て支援センターということで、お話のとおり現在２階、あと

面積的にも狭いというふうなことでございます。どの年齢層までの子供の室内遊びからにす

るかというようなことも当然出てくるかとは思いますけども、今具体的に第２体育館という

ような話がありましたが、今後、当然校区内の遊び場をつくるかどうかというふうなことで

の検討をするわけですけども、仮に今後、具体的に整備をするというふうな形になれば、当

然既存施設の利活用ということについても視野に、さまざまな観点から検討をしていくこと

が必要なのかなというふうに考えております。 

  現在、使われている施設と体育館につきましては、そういうふうな形になりますけれども、

本来業務と利用調整が整うのであれば、当然、多目的な利活用ということについても検討し

ていく必要があるのかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第３の質問を許します。 

○６番（鈴木利一君）  ３点目でありますが、農業振興地域整備計画の見直しについてであ

ります。 

  １点目、現在の農業振興地域整備計画は、いつ策定されたものか伺いたいと思います。 

  ２点目に、個別の変更は年に何件くらいあるのか、お伺いしたいと思います。 

  ３点目に、次回の総合的な見直しはいつごろを考えているのか、お伺いしたいと思います。 
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○議長  第３の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  お答え申し上げます。１点目の「三春町農業振興地域整備計画」の策定時期に

ついてでありますが、本計画は昭和４５年度に策定し、平成８年度に全体的な見直しを行っ

ており、以降は個別事業ごとに申請を受けて、計画の変更を行っております。 

  ２点目の個別の変更件数についてでありますが、農業振興地域の農用地利用計画変更、い

わゆる農用地区域からの除外件数ですが、平成２７年度には１４件で、２８年度以降は年２

から３件程度であり、主な内容は住宅用地への変更であります。 

  ３点目の総合見直し時期についてでありますが、人口減少と少子化の進行、さらには農産

物の価格低迷等により、担い手及び耕地面積の減少が続いており、農用地区域内でも荒廃農

地が発生している状況であることから、全体見直しを行わなければならない時期を迎えてい

ると認識をしております。 

  農業振興地域整備計画の総合見直しに当たりましては、基礎調査、農業者、関係機関との

協議に相応の時間を要するため、３１年度から地域の方々との話し合いを進め、農用地の利

用状況の確認と、今後１０年後を見通した、農用地として利用、確保すべき土地の選定を実

施して参りたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  農用地から住宅地への変更が年に２件から３件、２８年度以降はで

すね。ということなんで、三春町では定数人口の増加を目指しているといいながら、農用地

からの変更が２件から３件、非常に少ないんではないかというふうに思います。 

  何かやっぱりここに原因があるのかなと。それはやっぱり、ここの計画によって、農地か

ら住宅地に変更するのには制約があるという中で、そこが進まないのかなというふうに思う

んですが、前回、平成８年以降、２２、３年がたってますよね。 

  通常、今まで三春町のいろいろな計画というのは５年とか、長いもので１０年ぐらいのあ

ったかとは思うんですが、そういった中で２２、３年も、２０年以上も見直しがされてこな

かった。とりわけ、農業については環境変化が著しいという中で、全然見直しをされなかっ

た。それが、この人口増にはなかなかつながっていないのかな、というふうに思うわけです

が、その点についてどのようにお考えですか。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  整備計画の見直しが２０年行われなかったというのは、そのとおりでございま

して、さまざまな要因があるかと思います。 

  議員お質しのとおり、農業情勢につきましては、まさしく目まぐるしくその状況が変わっ

てまいったというのがございます。そこで、こういった状況から町のほうでは、新年度３１

年度から、具体的に地域の方々とのお話し合いを進めさせていただきながら、見直しに向け

た取組みを進めていきたいと考えてございます。 

  ご理解をいただきたいと思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  鈴木利一君。 

○６番（鈴木利一君）  早急な見直しが必要だとはいうふうには思うんですが、この見直し

あたって、いろいろ調査をしないとならない。それには、随分時間がかかるという中で、今
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まで２０年間もそのままされてきた問題が、やっと動きだそうかというふうに思うんですが、

調査に時間がかかるということはやっぱりスピード感を持って、早急な現状にあった計画を

早急につくっていく必要があると思うんですが、例えばこれが調査に３年も４年もかかるん

じゃなくて、やっぱり１年、２年できちんとしたものを調査をして、ものにしていくという

ふうに、そういったものが必要だと思うんですが、いかがでしょう。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  お答え申し上げます。 

  お質しのとおり、基礎調査それから何よりも地域の皆様方との話し合い、これが重要でご

ざいますので、十分な話し合いをするとともに、スピード感を持った取組みを進めて参りた

いと考えております。 

  ただ、もちろん関係機関、それから県との協議等々ございます。それらも含めて取組みに

積極的に取り組んで参りたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長  質問あればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

 

○議長  １０番佐久間正俊君、質問席に登壇願います。 

  第１の質問を許します。 

○１０番（佐久間正俊君）  議長の許可を得ましたので、通告した２件について質問いたし

ます。 

  第１問介護認定について。我が三春町では介護認定を受けている町民の皆さんが、数多く

おられます。認定１から認定５あると聞いております。 

  次の３点についてお伺いします。 

  １番、介護認定１から５までのどのような審査により決定しているのか、お伺いいたしま

す。 

  ２番、町内全体の認定患者の人数は、１から５までの男女別にお伺いいたします。 

  ３番、今後５年、１０年先を見ると現在の倍以上になると思います。町の対応をお伺いい

たします。 

○議長  第１の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  佐久間保健福祉課長。 

○保健福祉課長  １つ目のご質問にお答えします。 

  要介護認定を行うには、要介護認定申請を受け、介護認定調査員が自宅や病院などを訪問

し、国で定めた調査項目に基づいて、本人の観察や介護者への聞き取りなどにより、心身の

状態や生活、介護の状況などを調査いたします。さらに、主治医の意見書により、病状や医

学的見地からの意見などを把握し、これらの内容をコンピューターにより一次判定いたしま

す。次に、一時判定結果の妥当性について、医療、保健、福祉の専門職５名で構成されます

介護認定審査会の審査を経て、二次判定が決定されております。 

  なお、コンピューター判定につきましては、全国共通の基準であります一次判定ソフトに

より、「要介護認定等基準時間」と呼ばれる「介護の手間」が算定され、その時間の長短によ

って、要介護度の区分が割り出されるものでございます。 

  ２点目のご質問にお答えいたします。 

  平成３０年１２月末現在の男女別要介護認定者数は７３２名で、その内訳は要介護１が男
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性６８名、女性１３０名、要介護２が男性４８名、女性９５名、要介護３が男性４６名、女

性９１名、要介護４が男性４５名、女性１０２名、要介護５が男性３０名、女性７７名です。

さらに、要介護の手前であります、要支援１の男性５２名、女性１０２名、それから要支援

２の男性２２名、女性５５名、合わせて２３１名を加えますと、全体の認定者数は９６３名

となっております。 

  ３点目のご質問にお答えします。 

  町では、第７次三春町高齢者福祉計画及び第７期三春町介護保険事業計画において、いわ

ゆる団塊の世代が７５歳以上となります２０２５年の要介護認定者数を、１,１００人に達す

ると見込んでおります。町の対応といたしましては、高齢者の生きがい対策や健康づくり事

業などこれまでの取組みに加えまして、高齢者の生活を地域で見守り、支え合う仕組みづく

りが必要と考えております。２つ目には、要介護状態を予防し悪化を防ぐ施策の充実、３つ

目として、適正な介護サービスの提供体制の構築、４つ目として在宅医療や介護の連携推進

です。これらの取組みを進めながら、住みなれた地域で安心して生活できるよう努めて参り

たいと考えおります。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  佐久間正俊君。 

○１０番（佐久間正俊君）  ２０２５年に１,１００名になると、そこで、町内の介護施設

関係で受け入れ体制は大丈夫なのか、その辺を聞きたいと思います。 

  それと、現在、男性、女性の年齢で一番若い年齢の人は何歳か。それとまた、一番年上の

年齢は何歳か、お聞きしたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  佐久間保健福祉課長。 

○保健福祉課長  再質問にお答えいたします。 

  １点目の介護認定者数が増加して、町内の受け入れ体制が大丈夫かというご質問について

ですけれども、町では先ほども申し上げました介護保険事業計画を３年１期で見直しており

ます。それに、その計画の策定については、必要のサービスの見込みを算出して、どのよう

なサービスを整備する必要があるか、という観点で整備しております。 

  そうした取組みから現在、必要なサービスについて町内の受け入れは大丈夫であると、さ

らに今後必要が増していく中で必要に応じて施設の整備、サービスの誘致等も検討していく

形となっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

  また、２点目のご質問でございます。介護認定を受けている最年少と最高齢の年齢はとい

うご質問でありますが、要介護認定は一般的には６５歳以上の方が対象となっておりますが、

一部４０歳から６４歳までの方も、疾病や障害の内容によって認定が受けられるということ

になっております。 

  三春町では現在４０代の方、４０から６４歳の方の認定者が全体で３１名いらっしゃると

いうことで、最年少の年齢がということについては、数字を持っておりませんが、４０から

６４歳が３１名おられます。それから、最高齢につきましては、現在、三春町で１００歳以

上で認定を受けられている方は１１名いらっしゃるということで、ご理解いただければと思

います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第２の質問を許します。 
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○１０番（佐久間正俊君）  第２の質問に移ります。 

  北部３地区の活性化について、町内を見渡すと沢石地区、御木沢地区、要田地区、要する

に北部３地区は活性化が遅れているように思いますが、町の対応をお伺いいたします。 

○議長  第２の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  坂本副町長。 

○副町長  地域の活性化についてのご質問ですが、三春町長期計画では「地域の産業の活力

を生み出し、地域特性を生かした産業の振興」と、「地域のもつ資源や特性を活かした多様な

交流と連携の推進」を掲げており、こうした考え方に基づき、さまざまな施策を展開してい

るところであります。 

  また、区長会やまちづくり協会などとも連携し、地域ごとの事情にも配慮しながら、さま

ざまな課題解決に向けた対応を行っているところでございます。 

  今後も、持続的かつ均衡ある地域の活性化を目指し、さまざまな取組みを進めて参りたい

と考えておりますので、ご理解をお願い申し上げます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

 

○議長  １１番小林鶴夫君、質問席に登壇願います。 

  質問を許します。 

○１１番（小林鶴夫君）  議長の許可により、さきに通告しました、この滝桜保護保存活動

ＰＲ他について質問いたします。 

  現在、滝桜では、大規模な足場を組んで大きな枝の支柱の交換や追加、末端の枝の害虫駆

除など、大々的な保護保存活動を行っております。 

  先日、現地を見てきましたが、花のシーズンに来られるお客様には想像ができないと思わ

れますが、滝桜は以前から滝桜保存会の方々ほかの、地道な保護活動などによって手入れを

しておりました。平成１７年１月の大雪で多くの枝が折れたのを契機に、約５年に１回の割

合で大規模な足場を組んで、保護保存活動を実施しているそうです。 

  ことしは２月１７日に現地で説明会も行われ、大勢の方が来られたことが当日のテレビの

放映や、その後の新聞報道に報じられておりました。また、インターネット上では、観光協

会のホームページにも、大規模な足場の写真が掲載されております。 

  私は、ネットだけの情報発信でなく、桜のシーズンに来られる多くのお客様にも知ってほ

しいと思います。活動の様子を写真パネルにして、現地で見てもらえれば、保護保存活動に

は多くの費用が、必要であることを理解してもらえると思います。 

  １番目としまして、この写真パネルを、滝桜の周辺のＰＲはもちろんのこと、観桜料のチ

ケット売り場付近や、三春駅構内などに設置してはどうでしょうか。 

  ２番として、保護保存活動のほかに、夏の深緑色の滝桜、秋の紅葉の滝桜、冬の雪の滝桜

の、いわゆる四季の桜の写真パネルもあわせてＰＲすれば、通年観光の一助になると思われ

ますが、町の考えをお伺いします。 

○議長  質問に対する当局の答弁を求めます。 

新野産業課長。 

○産業課長  滝桜保護保存活動につきましては、平成２０年度に策定しました「三春滝桜保

護保存基本構想」に基づき、おおよそ５年に一度、大掛かりな再生事業が計画されて、現在、

足場を組み、枯枝の剪定、病害虫の駆除、支柱・結束材の付け替えなどが行われております。 
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  これらの作業は、普段、観光客の目に触れることは無いことから、２月１７日に現地での

説明会と見学会が企画され、多くの参加をいただいたところでございます。 

  これらの保護活動につきましても、もっと広く観光客の皆様にＰＲをしてはとのお質しで

ございますので、ご提案に添えるよう、滝桜現地や三春駅などでのＰＲに努めて参ります。 

  また、四季の滝桜の写真などにつきましても、併せて検討して参ります。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  小林鶴夫君。 

○１１番（小林鶴夫君）  ただいま前向きなご答弁をいただきましたけれども、具体的には

いつごろから実施すると考えてよろしいでしょうか。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  滝桜の観光対策も今月から徐々に始まって参ります。当然、桜が開花するまで

に十分間に合うように、現地のほうで対応のほうを進めて参りたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

 

○議長  １番新田信二君、質問席に登壇願います。 

  新田信二君。第１の質問を許します。 

○１番（新田信二君）  ただいま議長から許可がありましたので、さきに通告してあります

３件について質問させていただきます。 

  １つ目、災害発生時の防災行政無線の対応について。 

  三春町においても、冬場の火災による死亡事故が起きてしまいました。２月１５日、深夜

１時ごろに火災が発生しましたが、防災行政無線による町民への情報・避難等の注意喚起が

ありませんでした。 

  災害発生時は、人命救助を最優先とした、速やかな情報の伝達が急務だったと思われます

が、町の考えをお伺いします。 

○議長  第１の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  坂本副町長。 

○副町長  第１の質問にお答えいたします。 

  災害発生時は防災行政無線にて、町民の皆様に人命救助を最優先として、迅速かつ適切な

情報伝達を行わなくてはならないものであります。 

  しかしながら、２月１５日、午前１時ごろに発生した、三春町字北向町地内の住宅火災に

際し、住宅密集地で延焼の恐れがある中、防災行政無線を放送しなかったことは当局の判断

の誤りであります。このことにより、皆様にご迷惑とご心配をおかけしましたこと、心より

おわび申し上げます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  ことしも３月１日から７日まで春の全国火災運動が繰り広げられま

す。 

  まず。初めに、現在の三春町の自主防災のマニュアルを確認させてください。 

○議長  当局の答弁を求めます。 
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  伊藤総務課長。 

○総務課長  お答えいたします。 

  災害発生時につきましては、災害発生した場合、まず、最初に町民の皆様のほうに、防災

行政無線にてお知らせをいたします。その後に、火災の場合は消防団への一斉メールで伝達

を行い、それで職員がその後の電話対応、それから現場対応へ向かうことになってございま

す。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  今回、団員に対しましてメールでの伝達は適切に対応に至ったとい

うことだったんですが、実際、防災無線とメールでの伝達というのは、防災をまわすことに

よって注意喚起が早められると思うんですが、いかがですか。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  議員さんがおっしゃるとおりでございまして、先ほども副町長が答弁しました

ように、そこの判断を誤ってしまったことでございますので、重ねておわびを申し上げたい

と思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  人間は、誰もが判断間違いをするものであります。間違いを起こし

た際に、やはり誰かがこれは気づかなければ、そうなってしまいます。 

  今回、町側で、緊急事態で誰もがやはり無線対応をすべきということに気がつかなかった

時点に、重大な問題があると思います。 

  １２月に私が一般質問において、昨年１１月２１日、小野町で起きました火災で、幼い子

供４人と大人３名の７人が犠牲となった火災につきまして、一般質問を出しておきました。

私は総務常任委員としまして、町に対しまして、同様の火災が発生しないために再発防止を

お願いしました。 

  今回の火災におきまして、たまたま１人の犠牲者で助かりましたが、飛び火等での大火災

になっていたら、町は反省という言葉だけでは済まなかったと思います。 

  町の自主防災といいますか、総務課といたしまして、この災害の認識、責任感が全くあり

ません。なぜ、もう少し危機感を持って人命救助、避難を呼びかけの行動ができなかったの

か。多分、町民の方も不思議がっていると思いますので、再度、今後の町民が安心して暮ら

していけるよう、しっかりと再度、説明をお願いします。 

○議長  新田議員、通告内容でありますけれども、通告内容については、防災無線の対応に

ついてということですので、災害全般についての通告ではないので、その辺は間違わないよ

うにしていただきたいと。防災行政無線に関しての質問であれば、当然答弁を求めますけれ

ども、それ以外でありますと通告外になりますので、再度、質問があればお願いをしたいと

思います。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  それでは、最初、ご答弁にもありましたが、副町長がありましたが、

ここの防災無線の対応につきましては、最初、マニュアルは確認させてもらいました。ただ、

マニュアルによっては、万が一、電話等でマナーモードとか何かで、連絡がつかない場合も

あると思います。 
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  今後のしっかりしたマニュアルと防災無線の対応に関して、町民にわかりやすいように説

明をお願いします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  先ほども申し上げましたが、一番最初に防災行政無線を放送しまして、その後、

火災の場合は、消防団へのメールでの伝達、それから職員の配置等の体制ということで、内

部で再徹底を行っておりますので、今後そのようにさせていただきたいと思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第２の質問の質問を許します。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  ２つ目の質問に入ります。交通事故のない安全・安心なまちづくり

を目指すことについて。 

  三春町ではことし、平成３１年１月２５日「交通事故ゼロ」１,８２５日、丸５年間を達成

することができました。町民一人一人が交通事故を起こさない、事故に遭わないよう、日々

の注意喚起の努力の結果だと思っております。 

  この記録をさらに、１日、１週間、１カ月、１年間と更新を目指していかなければ、安全・

安心なまちづくりにつながらないと思っています。 

  今後の交通事故ゼロと交通事故を１件でも減らすため、町の取組み方をお伺いします。 

○議長  第２の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  第２の質問にお答えいたします。 

  現在、町では年４回の各季に行われる交通安全運動期間中の広報運動をはじめ、春と秋に

全国交通安全運動の出動式を実施しております。 

  また、田村警察署、田村地区交通安全協会、田村地区安全運転管理者協会、及び安全運転

管理田村事業主会にご協力をいただき、年３回、４月、７月、９月に、テント村も山田地区

において実施しております。 

  さらに、交通安全協会三春町連合会の各地区の分会の方々にも、各季の交通安全運動期間

中に広報活動などを行っていただき、交通事故が起こらないように努めているところでござ

います。 

  加えて、各小学校の登下校時には、見守り隊や安全パトロール隊に児童の交通安全、防犯

等のためにご協力をいただいております。 

  新たな取組みといたしまして、平成３０年度から、田村高校通学路を中心に大町、北町と

荒町地区の区域４５ヘクタールを田村警察署が、走行速度３０キロ規制区域（ゾーン３０）

を設定し、施設の整備を行っているところであります。 

  また、安全確保のためのカーブミラーの設置は、各地区の分会から要望をいただき、毎年

１０基程度ずつ、新設や交換を実施し、安全確保を進めております。 

  今後も、各団体等のご協力をいただき、事故が起こらないように取り組んで参ります。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  ただいま岩江地区は、交通死亡事故ゼロ６,０００日を目指してお

ります。また、田村警察署内、田村郡市の３市町におきましては、２０１８年、平成３０年
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度、１年間で交通死亡事故ゼロを昭和３０年以降で初めて達成しております。この１年間の

死亡事故ゼロがいかに難しいかが理解できます。誰もが加害者、被害者になりたい人はいま

せん。 

  ただ、運転者によるハンドル操作の間違い、アクセルとブレーキの踏み違い、居眠り運転、

交差点内での人身事故等は絶えません。また、歩行者による横断歩道以外での道路横断、薄

暮時間帯の散歩時の道路運転者が、歩行者の発見がおくれた際に、死亡、人身事故等は毎日

のように簡単に起きています。 

  そこで、今後、三春町の交通事故死亡ゼロを達成するために、２点提案させていただきま

す。 

  ２,０００日を目指すため、日々の達成記録の表示板の設置で、歩行者、運転者に対する注

意喚起で、達成に向けて取り組むべきと思います。 

  ２点目は、広報みはるへ達成記念日数を連載することで、町民一人ひとりの安全意識の向

上につながることと思いますので、お伺いします。 

○議長  当局の答弁を求めます。  

  伊藤総務課長。 

○総務課長  広報への掲載につきましては、今後、掲載して参りたいと思います。 

  それから、表示板につきましては、前向きに検討させていただきたいと思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第３の質問を許します。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  ３つ目の質問に入ります。人口減少対策について。 

  少子高齢化の言葉は、先の時代の大きな社会問題となっています。 

  元気な高齢者が増え続け、生まれる子供は少なくなっています。その原因は、未婚、晩婚

の増加、第一子出産の高齢化、子育てと仕事の両立に対する不安など、さまざまな要因があ

ります。 

  隣町の小野町では、町の人口が１万人を欠けたことです。町の予想では、４、５年早いと

のことで、さらなる人口減少対策等に取り組んでいます。 

  現在、人口減少対策の取組みで、国、県、市町村による結婚支援事業が行われていますが、

三春町の今現在の取組みと、今後の新たな取組みについてお伺いいたします。 

○議長  第３の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  影山企画政策課長。 

○企画政策課長  今、町が取り組んでいる結婚支援事業については、若者の出会いの場の提

供を目的とした三春ｋｏｎ、俗にみーこんの開催、また結婚に伴う経済的負担を軽減するた

め、新居の家賃や引っ越し費用などを支援する、結婚新生活支援事業を実施しておるところ

でございます。 

  今後の新たな取組みについてですが、結婚したい人を支援する「世話やき人制度」や結婚

したいと考えている人同士を紹介する「はぴ福なび」など、県で実施している事業の周知・

ＰＲを強化して参りたいと考えております。 

  また、民間事業者においても、若者の出会いの場を提供することなどを目的にさまざまな

イベント事業が実施されており、こうした民間事業者との連携や支援も検討して参りたいと

考えております。 
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  さらに、過日「こおりやま広域連携中枢都市圏」において、連携協約の締結を行ったとこ

ろであり、具体的な連携事業においても、広域的な若者の出会いの場を提供する事業が検討

されておりましたので、これについても積極的に検討を進めて参りたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  新田信二君。 

○１番（新田信二君）  先ほど答弁にありました「世話やき人制度」につきまして、３年前

に私が一般質問をさせていただきましたが、その前に県議の知人に県議会において一般質問

をしていただきました結果、内堀知事が先頭になり、ただいま取り組んでいる期間でありま

す。 

  県の取組みも受けまして、町としても、結婚したくてもできない方、または出会いのない

方、そういう方につきまして、やはり町として世話やき人を募集しまして、町としてこの支

援しまして、結婚したい人、相手を見つけられない人の応援をすべきと考えますが、お伺い

します。 

  また、「こおりやま広域連携中枢都市計画」、この連携事業におきましても、こおりやま中

枢、連携は連携でいいんですが、今現在の姉妹都市である一関市、こちらで４市町村を含む、

結婚のお手伝い「婚活支援事業」を行っております。人口減少対策の一つとして同じ課題を

有する４市町村が県際連携により、広域で男女の出会いの場をつくることを目的としており

ます。 

  三春町は一関市と姉妹都市であることから、婚活支援交流を含め、観光を含めた取組みを

今後検討すべきと思いますが、お伺いします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  影山企画政策課長。 

○企画政策課長  今の１点目の、世話やき人についてでございますが、今、県が取り組んで

いるわけです。 

  それで、まずは広い地域での「世話やき人制度」でないと、やっぱり狭い地域での「世話

やき人制度」では、なかなかこう範囲が小さいといいますか。ということで、まずは県の取

組みについて周知が万全でない面があるかもしれないということで、まずはその辺は周知を

強化しまして、三春町の方でも、登録できるような、そういうふうに進めていきたいと思い

ます。 

  議員おっしゃるように、町の単独化でございますが、その制度化については現在想定して

はおりませんが、昨年、町内の数名の方から「世話やき人制度」について興味があるという

ご相談がありました。いろいろ話、説明をしまして、今後どうなるかわかりませんが、そう

いう可能性もあるので、その辺は探っていきたいと思います。 

  もう一つ、姉妹都市の一関でございますが、一関の取組み、今回の質問があったというこ

とでちょっと中身を見させていただきました。確かに広域的に行っていて実績もすごく上が

っているということなんですが、交流の深い姉妹都市の一関ですので、ざっくばらんに中身

等は聞いてみたいなと、事務的には方には言ってあります。 

  また、一関市と三春町の婚活を結びつけるということでございますけれども、いろいろ考

えたんですが、遠方であるということの問題、あとはどこで開催するとか費用の問題とか、

いろいろそういう問題を解決しないと多分なかなか進まないのかな、ということであります

が、そういうものを整理して、前に進めることができれば進めていきたというふうに思って

おります。 
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  以上です。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  これにて休憩といたします。再開は午後１時からといたします。 

…………・・ 休  憩 ・・………… 

（休憩 午前１１時５９分） 

＜休   憩＞ 

（再開 午後１時００分） 

…………・・ 再  開 ・・………… 

○議長  休憩を閉じ開会をいたします。 

  １４番日下部三枝君、質問席に登壇願います。 

  第１の質問を許します。 

○１４番（日下部三枝君） 

  それでは、議長のお許しを得ましたので、さきに通告しておきました２件につき質問いた

します。 

  １件目、新規就農者の就農後の支援について、新規就農者を募るための支援制度が、県や

町等で設けられ、それに応じた方たちも出てきた中、この方たちが町の農地を耕し、集約し

て就農者として定着するため、町として今後どのような支援を考えているのかお伺いします。 

○議長  第１の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  お答え申し上げます。 

  新規就農者の確保につきましては、県市町、農協等地域の関係機関・団体で構成します「た

むらの新・農業人サポート協議会」におきまして、関係者が役割分担と情報共有を図り、新・

農業人フェアへの出展、新規就農者合同相談会の開催、現地見学会など、新規就農者の確保、

育成に取り組んでいるところでございます。 

  これらの取組みによりまして、平成２８年度１名、平成２９年度に１名、平成３０年度に

３名の方が、新たに就農されております。 

  就農後の経営確立のための支援につきましては、国の事業である「農業次世代人材投資資

金」とあわせて、町独自事業であります「新規就農者応援給付金」、「新規就農者等居住費補

助金」などにより支援を行っております。 

  また、農地の確保につきましては、農業委員、農地利用最適化推進委員と協力をし、就農

計画に応じた候補地を選定し、所有者との調整を図っております。 

  新規就農者の場合は、技術の習得状況や経営能力に合わせた支援が必要であり、県農業普

及所、農協の営農指導員や金融担当などとサポート体制を整え、技術、経営、営農資金、農

地等の支援に努めて参るとともに、引き続き、関係機関、団体と連携をし、きめ細やかな相

談、受け入体制を充実させ、新規就農者の確保を図って参ります。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  日下部三枝君。 

○１４番（日下部三枝君）  先日、７０代の女性の方々から、これからの農業、自分の家の

農地に対する不安を私のほうに話がありました。新規就農者や、それに対する支援制度につ

いて、言葉足らずではありましたが、説明をして、少し不安を和らげられたかなと思ってお

ります。しかし、まだまだ多くの農業者の人たちが、これからの農業・農地に対して、不安
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を抱えていると思います。ですから、今の答弁内容で、新規の農業者が入ってきていること、

これから、その人たちが農業で生活していけるための支援等がいろいろ施策として始まって

いることが、理解できたと考えておりますけれども、その人たちのために、新規就農者の募

集の段階とともに、次のステップに入りつつあることを、不安を払拭するためにも、周知が

必要かと思われます。あらゆる機会を捉えて、この今の答弁内容の周知を図り、新規就農者

が、我が町で確実に農業で生計が成り立つよう、長いスパンで、その時期、その時期によっ

ての支援体制が構築されるということ、その２点について、ぜひ、周知と、それから、長い

間の構築、それをしていかなければならないのではないかと思っておりますが、町の考えを

お伺いします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  お答え申し上げます。 

  新規就農者の支援及び新規就農者の就業状況等については、先ほど申し上げたとおりでご

ざいます。それらにつきまして、周知を図っていくべきであろうということでございますの

で、機会を捉えた中で、それらに努めて参りたいと考えております。 

  それから、２点目、新規就農者への就農後の支援活動について、いま少しと、いうふうな

ことだと思いますが、新規就農された後の支援といたしましては、現在も、関係機関、普及

所、町、ＪＡ、それら関係機関が毎月定例会を行っております。その中で、新規就農者の情

報の共有、あるいは、支援内容の確認、こういったことが行われている状況でございます。

また、専門の担当を中心に、新規就農者の補助、そういったものの重点巡回も月１回行われ

ているような状況でございます。 

  さらに、簿記、あるいは、生産技術、こういったことに関する研修会、こういったものも、

年に７回ほど行われているということでございまして、継続した支援、これが重要でござい

ますので、こういったものにも、引き続き取り組んでいきたいと考えておりますので、ご理

解お願いします。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第２の質問を許します。 

  日下部三枝君。 

○１４番（日下部三枝君）  それでは、２件目に移ります。 

  町の案内表示板の劣化、サイン計画について。町民の方から、町の案内表示として立てて

ある木柱の下のほうが腐っているのが何本も見受けられる、また、町内表示板が見えなくな

っている、などの話がありました。両方とも、長年の間の劣化と思われますが、速やかに案

内表示板のチェックと修繕をすべきと思いますが、このようなことについて、町のサイン計

画は、どのようになっているのかお伺いします。 

○議長  第２の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  宮本建設課長。 

○建設課長  町内にあります木製の案内表示板につきましては、福島県が設置して町に移管

されたもの、まちづくり協会が設置したもの及び町が設置したもの等がございます。 

  町管理の木製案内表示板に関しましては、木部の状況を確認し、老朽化の著しいものにつ

いては、撤去もしくは修繕を加えているところでございます。 

  表示板につきましても、色あせて見えなくなっているものや表示内容が古くなっているも
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のについては、状態を確認しながら書き換えや修繕を行っているところでございます。 

  しかしながら、町内に数多くの表示板があることから、一度に実施することは財政的にも

困難であります。 

  これらのことから、表示板を管理する関係課等で連携を図り、緊急の度合いに応じて、優

先順位をつけ、書き換えや修繕を計画的に実施して参りたいと考えております。 

  なお、町のサイン計画につきましては、平成１９年に国土交通省三春ダム管理所、福島県

及び三春町において観光活性化の一助となるものとして、関係行政機関が景観にすぐれたも

ので、かつ統一された施設案内板及び道路案内板を設置するためにデザインなどをまとめた

ものでございます。したがいまして、全ての案内表示板の設置、書きかえ並びに修繕時期に

ついて、まとめられたものではございません。 

  以上でございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  日下部三枝君。 

○１４番（日下部三枝君）  今の答弁から案内板等の劣化に対するチェックと修繕は、サイ

ン計画は、かかわりがないということがわかりました。だとすれば、案内板のチェックと修

繕については、どのような期間でチェック、期間というのは長さですね。期間でチェックし

ているのか、修繕にそれを結びつけているのか、お伺いします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  宮本建設課長。 

○建設課長  お答えいたします。 

  古くなった看板等につきましては、期間というわけではございませんで、日々、安全点検

を臨時の職員等で、実施しているということでございます。それから、町民の方々から、い

ろいろご意見をいただいて、その節々で修繕を加えているというところでございます。 

  なお、安全性などを考慮しまして、朽ち果てて危険な物を優先しながら、優先するととも

に、表示内容の情報が古くなり、用をなさなくなった物から、順次年次計画で修繕して参り

たいと考えているところでございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  日下部三枝君。 

○１４番（日下部三枝君）  今、答弁に、数多くの表示板や、あと、財政面の内容について

の答弁がありました。今ほど課長のほうからも、町の人たちからの情報を得てという話もあ

ったので、チェックする、そのチェックということを考えますと、臨時職員の方、職員の方

が出て、それを日々チェックするということは、なかなか、これから、やはり、人件費の高

騰や、それから職員の人数を考えますと、なかなか大変なことではないかなと、ちょっと思

われますので、今、課長のほうからも、ちょっと話がありました。町内を散歩している人た

ち、この人たちに、気軽にですけども、ちょっと注意をして見てもらっていて、ここはおか

しいよとか、あそこ、危ないよとかという意見を気軽に町のほうへ情報として流してもらう

ような、そういう仕組みづくりと言いますと固くなりますけど、そういう体制というのもあ

ったほうがいいのではないかなと思われますが、その辺はいかがでしょうか。お伺いします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  宮本建設課長。 

○建設課長  お答えいたします。 

  まず、１点目でございますが、臨時の作業員の皆さんにおかれましては、その看板の目視
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確認だけではなく、公園の草刈り等行っている中で、そういったものもあわせてやっている

ということでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

  それから、情報につきましては、広く受け付けてございますので、これまで同様気づいた

点あれば、建設課のほうに申し立てていただければと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

 

○議長  ４番松村妙子君、質問席に登壇願います。 

  第１の質問を許します。 

○４番（松村妙子君）  議長の許可を得ましたので、さきに通告しました２件について、お

尋ねいたします。 

  １点目、風疹予防対策について。昨年、首都圏を中心に風疹患者が急増し、２０１７年の

約３１倍にまで拡大いたしました。風疹が怖いのは、妊娠しているお母さんが感染すると、

生まれてくる赤ちゃんが心臓病や難聴、白内障など、先天性風疹感染症になるおそれがある

ということが、一番心配されることであります。妊娠がわかってからでは、ワクチン接種す

ることはできません。患者のほとんどが成人で、性別で見ますと男性が約２,０００人と８割

を占めております。そのうち、男性患者の８割は３０代から５０代で、風疹の免疫を持つ人

が少ない世代であります。この世代は、集団接種の対象が女性のみだったり、また、その後、

個別接種による移行したことなどから、予防接種を受けていない３０代から５０代の男性で、

免疫を持たない人は、数百万人にも上ると推測されております。そこで、２点についてお尋

ねいたします。 

  １、昨年から風疹患者が急増しておりますが、三春町の現状はどうかお尋ねいたします。 

  ２、風疹予防には、必要なことは何かお尋ねいたします。 

○議長  第１の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  佐久間保健課長。 

○保健福祉課長  それでは、１点目のご質問にお答えいたします。 

  風疹患者報告については、診療をした医療機関から管轄保健所へ、全数報告することとさ

れておりますが、この報告に基づく福島県感染症情報センターの直近の報告によりますと、

ことし１月から現在までの三春町を含む県中保健所管内における風疹患者数は０件です。ま

た、昨年１年間の同じ報告数も０件でありました。県内全体での報告数は、ことし１月から

現在まで、相双地区やいわき地区などで４件の報告があります。昨年１年間の県全体の件数

は９件でありました。 

  ２点目のご質問にお答えいたします。 

  風疹は、咳やくしゃみなどによる風疹ウイルスの飛沫感染で、重い症状が出る方もいます

が、症状があらわれない方もあり、気づかないうちに感染を広げてしまう場合があります。

風疹の免疫を十分に持っていない方が増えると、簡単に流行してしまい、妊婦が感染するこ

とで、先天性風疹症候群の子供さんが生れる危険性が増してしまいます。 

  平成２３年以後、輸入による風疹感染が見られるようになり、平成２４年１０月からの２

年間で、全国で４５人の先天性風疹症候群の患者さんが報告されていることは、決して他人

事ではない問題と言えます。 

  これらのことから、風疹予防に必要なことは、自分自身が風疹に感染しないということだ
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けではなく、社会全体の感染予防のことを考え、感染の危険性を抑えることが大切と考えま

す。現在、風疹の免疫を十分に持っていない方は、積極的にワクチンを接種いただくことを

お勧めしております。  

  ことし２月１日、改正予防接種法が施行されまして、３年間の時限対策として、風疹の免

疫が十分にないと判断される昭和３７年４月２日生まれから、昭和５４年４月１日生まれま

での男性に対して、風疹抗体価検査と、その検査の結果で免疫が少ないと判断された場合に

ワクチンを受ける、そのワクチン接種料が無料で受けられることになりました。町では現在

その準備を進めているところでございますので、該当となり通知が届いた方は、積極的な取

組みをお願いしたいと考えております。また、妊娠を希望する女性とそのパートナーの方に

ついても、これまでどおり公費助成制度を継続して実施いたしますので、積極的に活用して

予防に努めていただきたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  松村妙子君。 

○４番（松村妙子君）  この風疹の症状というのは、発熱や発疹、またはリンパ節への腫れ

などが上げられます。先ほども、この答弁の中にはありましたが、この風疹に感染しても明

らかな症状があらわれない、という不顕性感染になる方もいるようであります。こういう人

たちは、知らずのうちに感染を広げてしまうということになりかねません。特に流行の中心

となっている３０代から５０代の男性には、抗体検査を受けた上で、このワクチン接種が必

要であるかと思います。対象者には町のほうから通知がされるということではありますが、

そのほかに、この風疹予防の周知を図っていかれるのでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  佐久間保健課長。 

○保健福祉課長  再質問にお答えします。 

  対象者への周知について、どのように行うかというご質問かと思います。３月１日付けの

町の広報には、２月１日から、そのような法律が変わり、対象になりましたということをま

ず、お知らせしております。今後、この対象者には、個別に、この風疹の内容、それから予

防接種、検査の必要性等、詳しく内容について個別周知を図る計画をしております。また、

町民全体に対して、広報や町のホームページ、また、対象となっている方が男性ですので、

その家族に当たる奥さんやお嫁さん、いろいろな機会を通じて、この接種に向けてご協力い

ただけるよう、呼びかけて参りたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  松村妙子君。 

○４番（松村妙子君）  今回のこの風疹は、無料化の対象になるということなんですけれど

も、男性の多くは平日、日中ですね、会社などで働いているわけでありますから、この医療

機関に足を運ぶ時間がない場合もあるということから、厚生労働省のほうでは、働き盛りの

世代を念頭に、休日、また夜間の医療機関や職場で実施をする定期健康診断でも、居住する

地区町村以外でも、抗体検査と、また予防接種を受けられるように、医師会や、また、経営

者団体による呼びかけを決めたということでありますが、町としては、この取組みについて

はどうされるのか、お尋ねいたします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  佐久間保健課長。 

○保健福祉課長  ご質問にお答えいたします。 
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  働き盛りの男性がこの事業の対象となっておりますので、国からも、さまざまな方面、職

域などに対しても、その接種、検査が受けられる機会を確保するようにということで、通達

通知が出されているところであります。町としましては、各事業所で、職域の健診でそうい

った機会が設けられることを期待しておりますけれども、それ以外に町で行う住民健診、こ

ちらは土日の実施もしておりますので、そういった機会にも検査が受けられるように、今現

在、関係団体事業所等と調整、検討をしているところであります。また、ワクチンの接種や

検査については、地元の医療機関で実施することになりますので、地元の医師会につきまし

ても、この件について、どのような対応が可能かということで、協力要請、調整をしている

ところでございますので、可能な限り、そういった調整を行って、皆さんに機会を確保した

いと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第２の質問を許します。 

  松村妙子君。 

○４番（松村妙子君）  ２件目の質問に入らせていただきます。 

  火災発生時の対応について。２月１５日午前１時ごろに、北向町地内で住宅火災が発生い

たしました。第一発見者の方が消防署、また、関係各所、近隣住民に声をかけるなどの迅速

な対応、また、近隣住民の皆様のご協力のおかげで、速やかに消火活動が行われ、隣接する

住宅への延焼も免れました。この火災により、この家でひとり暮らしの男性が亡くなりまし

た。ひとり暮らしということで、近隣住民、また、民生委員の方は日ごろより心配され、お

世話をしたり、声をかけるなどしていたようであります。そこで、２点についてお尋ねいた

します。 

  １、火災発生時の防災行政無線の活用について、お尋ねいたします。 

  ２、住宅用火災警報器の設置状況について、お尋ねいたします。 

○議長  第２の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  質問にお答えいたします。 

  火災発生時の防災行政無線の活用については、緊急放送として、速やかに火災発生の場所

と火災種別などと状況、情報を放送することとなっております。 

  しかしながら２月１５日、午前１時ごろに発生しました三春町字北向町地内の住宅火災に

際し、住宅密集地で延焼のおそれのある中、防災行政無線を放送しなかったことは当局の判

断の誤りであります。このことにより、皆様にご迷惑をおかけしましたこと、心よりおわび

申し上げます。 

  第２の質問にお答えいたします。 

  住宅用火災警報器については、平成２９年３月と平成３０年３月に、当時の組長宅合わせ

て約１,０００戸を対象に消防署三春分署が設置状況調査を実施しており、町全体で約８２％

の設置率となってございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  松村妙子君。 

○４番（松村妙子君）  先ほど１番議員が質問しました防災行政無線についての答弁内容は、

同じ内容だったかと思います。そこで、防災行政無線というのが、この災害時においては、

地域状況を迅速かつ的確に把握し、適切な災害情報を住民に伝達することを目的に活用する
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ものであるということであります。今回は、災害時に防災行政無線が機能しなかったことで、

火災があったことを知らない方、また、テレビを見て知った方が数多くおりました。火災発

生から２週間がたちましたが、今後、同じ過ちをしないように、町として検証していただい

たかと思います。防災無線のマニュアルは、今回のことで、どのように変わりましたか。新

たな取組みついてお聞かせ願いたいと思います。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  先ほど１番議員のときにも申し上げましたが、防災行政無線、火災のときは真

っ先に鳴らすのが本来でありますので、防災行政無線を鳴らして、それから、消防団へのメ

ールの伝達、それから職員の配置ということで、新たな取組みといいますか、基本に戻って、

的確に、マニュアルどおり徹底するように内部で調査、検証しまして、徹底したところでご

ざいます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  松村妙子君。 

○４番（松村妙子君）  今までどおりのこのマニュアルで、新たな取組みはないということ

でありましたが、今後、また同じような繰り返しが起きないかということが心配にあります。

また、住民の方々のご理解というのは得られるでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  マニュアルに沿って、今後対応して、町民の皆様にご理解をいただくように、

判断ミスのないように努めて参って、町民の方にご理解をいただきたいと思っております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  松村妙子君。 

○４番（松村妙子君）  住宅火災警報器の設置についてでありますが、この住宅火災で亡く

なった人のうち、約６割は逃げ遅れが原因であるということであります。住宅火災の発生を

早期に知らせるためにも、住宅用火災警報器の設置が義務づけられました。これは既存の住

宅には、平成２３年５月３１日に設置するということで、決められたものであります。先ほ

ども答弁の中でありましたように、三春町は８２％設置してあるというようなことではあり

ました。防災意識の高い人は、義務化される以前に設置しているような状況であったかと思

います。 

この警報器の未設置というか、設置されていない方についてではありますが、なぜ、設置

しないのか、理由は何点か上げられるんですが、費用の負担が大きい。または義務化を知ら

ない。また、設置の必要性を感じない。また、自分は大丈夫だという意識があるようであり

ます。また、高齢者などにとっては、天井に設置するということが、取り付けですか、これ

がなかなか難しくて、買ったけれども、設置ができない状態にある。設置率向上のためにも、

今後、周知を図っていく必要性があると考えますがいかがでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長  当局の答弁を求めます 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  住宅火災用の警報器の件でございますが、昨年の１１月に小野町で発生しまし

た火災の後、三春町におきましても、平成３０年１２月、それから１月に分署、それから町

のほうで作成しましたチラシを各戸に配布いたしております。それから、３１年の１月の広

報でも、火災警報器のことについてはお知らせをいたしました。また、２月６日から２８日
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の間の各消防団の火災の予防のお知らせということで、夜間放送しまして、その間でも設置

についてのお願いをしたところでございますが、まだ、周知が足りないというか、付けてい

らっしゃらない方もいるようでございますので、引き続き広報等に努めて参りたいと思いま

す。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  松村妙子君。 

○４番（松村妙子君）  住宅火災警報器の設置ということで、町では助成をしているわけで

すけれども、この三春町に住所を置き、個人の住宅を保有し、かつ、６５歳以上の高齢者の

みの世帯で、町民税が非課税世帯には、この助成を行っているということでありますが、や

はり、高齢者のひとり暮らし世帯、また、障害を持っている方の世帯という、こういう方た

ちへの火災警報器設置の対象者拡大を進めていくべきと思いますがいかがでしょうか。お尋

ねいたします。 

○議長  当局の答弁を求めます 

  伊藤総務課長。 

○総務課長  三春町では、高齢者住宅用火災警報器購入費助成実施要綱に沿って実施してお

りますが、現在のところ、高齢者、先ほど議員さんからもお話ありましたように、６５歳以

上の高齢者のみの世帯ということでなっておりますが、身障者の方も含む世帯等もこれに該

当させるように要綱のほうの見直しを検討していきたいと考えております。 

  こちらの要綱があるということを皆さんのほうに、町民の皆さんのほうにもお知らせして、

なるべくご利用いただけるようにしたいと思っております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

 

○議長  ９番三瓶文博君、質問席に登壇願います。 

  第１の質問を許します。 

○９番（三瓶文博君）  議長のお許しをいただきましたので、さきに通告しております３件

についてお尋ねします。 

  １点目でございますけれども、歩道の整備についてと。市街地整備という構想のもとに、

大町の街区を中心に、新町方向に、また道路の整備が進み、歩道においては、新町から大町、

荒町から駅前へと安全に整備されております。あわせて桜川河川改修も一部を残し完成間近

であります。 

  しかし、中町から八幡町方面にかけての歩道は、段差など起伏の激しい場所があったり、

荒れた路面があったり、グレーチングになっていたりと、水路の上という事情もあり、決し

て歩きやすいとは言えません。通学路でもあり、まして、これから高齢者が増える中で、つ

まずきやすく、車椅子等の利用においても安全に不安が残ります。弱者に優しいまちづくり、

また、交流人口の増加、通年観光の観点からも、郡山から町なかへの入口であることから、

歩道の整備が必要と思われます。町としてどのように考えるかお聞かせください。 

○議長  第１の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  宮本建設課長。 

○建設課長  お答えいたします。 

  国道２８８号につきましては、建設からかなりの年数を経過している路線であることから、

歩道の幅員が狭く、痛んでいる箇所も点在している状況であります。お質しの中町から八幡
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町方面にかけての歩道につきましても、同様の状況でございます。 

  このようなことから町では、歩行者の安全確保のため、平成１８年度から事業主体であり

ます福島県に対し、大町三つ角交差点から町営住宅一本松３４団地入口までの約１.５ｋｍに

つきまして、歩道整備の要望を継続的に行っているところであります。 

  なお、踊り場交差点、延長約２００ｍの区間につきましては、現在、福島県が交差点改良

事業を実施しており、その区間の用地買収と建物移転補償が行われております。用地買収等

完了後には、両幅に幅員２.５ｍの歩道を整備した道路改良工事が行われます。 

  しかしながら、要望箇所全線についての事業化はされておりませんので、今後も強く要望

を行って参ります。ご理解をお願いいたします。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  三瓶文博君。 

○９番（三瓶文博君）  今、答弁で、今後も強く要望を行って参りますとご理解をというこ

とでありますけども、なかなかこれ、ご理解が町民から得られないと思うんです。というの

は、平成１８年から要望をしていて、現在で１３年が経過しているわけです。こういった長

い間でこれが行われないというふうなことになりますと、どういった内容で要望を出してお

られるのか、ちょっとお聞かせください。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  宮本建設課長。 

○建設課長  お答えいたします。 

  要望の具体的な内容でございますが、まず、平成２７年１０月３０日でございますが、事

業主体でございます福島県県中建設事務所長充てに、国道２８８号歩道整備に関する要望書

を提出しております。いわゆる陳情でございます。 

  それから、平成２７年２月には、三春町通学路交通安全プログラムというところに、新た

にこの路線について歩道の整備を追加・変更しまして、福島県でも事業化のテーブルにのせ

やすいような制度になったものと考えてございます。 

  さらには、要望書等の提出に加えまして、県中建設事務所とまちづくり意見交換会と称し

まして、毎年、意見の交換をしております。その席上でも歩道整備の必要性を、直接伝えて

いるというところでございますので、ご理解のほうを賜りたいと思います。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  三瓶文博君。 

○９番（三瓶文博君）  今、交通の分野からも要望したというふうな、いろいろな方向性で

やっているというようなことを聞いたわけでございますけれども、ここはやっぱり通学路、

さっきも触れましたけども通学路でもあって、やはり今、本当に年寄りが多くなりまして、

高齢者が多くなり、押し車等で歩く方が結構多いんです。   

  私が議員になってからも、何度かこの歩道の件では言われたことがありまして、どうして

も危ないようなところは個別にやっていただいたという経緯もありましたけれども、車が横

断をするところは、大体ぐらついて、そういった段階が見受けられます。そして、隙間が結

構ありまして、自転車の車輪が挟まってしまうと、そういった状況、非常に危険な状況があ

るわけなんです。 

  町としましても、安全・安心のまちづくりとか、そういうキャッチフレーズがいっぱいあ

るわけですけれども、やはりこういったことをもうちょっと強力にやらないと、本当に事故

の誘発になってしまうと、そういった観点から強く要望を行うということでございますけれ
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ども、さらに、やはり何か違う要望の趣旨というようなものがあれば、お聞かせ願いたいん

ですけども。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  宮本建設課長。 

○建設課長  お答えいたしたいと思います。 

  現実的には、なかなか事業の採択というのは難しいと思います。 

  今、お質しもありました危険等の箇所につきましては、全体事業になる前でも緊急的にや

っていただくような形で、個別に別途要望して参りたいと考えてございます。 

  それから、歩道の整備に当たりましては、どのような方にも配慮された、いわゆるユニバ

ーサルデザインで歩道の整備されるものと考えておりますけれども、その際、そのように要

望して参りたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

○議長  第２の質問を許します。 

○９番（三瓶文博君）  ２点目の質問をさせていただきます。 

  オリンピック開催に伴うインバウンドの対策と町の観光対策についてでございます。 

  ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。福島県においても、野球

とソフトボールの一部が大会会場となっております。多くの外国人が来県することが予想さ

れます。昨年、外国人延べ宿泊数は、約１０万人と年々増加傾向にあります。県も強力にイ

ンバウンド対策に着手すると報道されております。三春においても、町独自の文化、歴史、

産業など既存の地域資源を観光資源として、風評払拭とともにインバウンド消費を拡大させ、

地域の活性化につなげることが重要だと思われます。 

  三春町に来町してもらうため、１、新たなインバウンド等の企画、考えがあれば、そのＰ

Ｒ等の情報発信はどのように行うのか。 

  ２、町は世界に向け、滝桜の苗木を贈り、交流してきました。それを踏まえ、町の観光に

対するさらなる考えがあるかお聞かせください。 

○議長  第２の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  お答え申し上げます。 

  オリンピック開催に伴いますインバウンド対策についてでありますが、いわゆるインバウ

ンド対策は、広域的な連携での取組みが有効であると考えております。 

  現在も、福島県はもちろんのこと、各地域において広域連携事業が進められているところ

でございます。 

  県中地域では、１６の市町村で構成します中部観光協議会の事業といたしまして、外国人

を対象とした体験事業、モニターツアー、ユーチューバーの招聘事業等が実施され、また、

情報発信といたしましては、各観光施設、飲食店等をご紹介する多言語ウェブサイトを立ち

上げ、ＰＲを図っておるところでございます。今後は、これらの事業の拡大・充実を図ると

ともに、新たな事業の可能性についても協議を重ねて参りたいと考えております。 

  三春町はこれまで、海外の国々と桜の交流を行って参りました。これら交流に至りました

きっかけや成果について、海外の方々にＰＲをするということは有効であると考えておりま

す。具体的なＰＲの方法等についても、今後検討して参りたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 
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  三瓶文博君。 

○９番（三瓶文博君）  現在、新聞を見てみますと、他市町村において２０２０年に向けた

インバウンドに対する取組みが、さまざまに紹介されているわけでございます。 

  三春町では、町だけではなく商工会、各商店においても、多様に動きが見えないような気

がするんでありますけれども、郡山広域圏で出したデータがちょっとありまして、外国人の

滞在、宿泊ではないんですけれども、その数字がちょっと出たものがありまして、ちょっと

興味あったもんですから、ちょこっと紹介しますけれども、平成１７年の１月から１１月の

もので、郡山市に３万５,０００、猪苗代５,７００、須賀川５,６００、本宮２,６００、三

春は１,８４２、そして田村市にいきますと５９９、小野２８５とこういうふうな推移が出て

いるんです。確実に来ているんですけれども、なかなか宿泊に結びついていないというふう

な状況があるわけなんです。 

  そして、来県する外国人が、どうしても西のほう、会津の方向にどうしても多いというふ

うなことで、こちらの東に呼ぶということはやっぱりこれから大事だなと考えるわけでござ

いますけれども、答弁にもありましたけれども、広域連携が有効だと、ただ、県中を中心に

しますと、比較的三春は広範囲になり過ぎまして、あんまり有利ではないなと思うんです。 

  やはり、旧田村郡といいますか、１市２町、田村市、小野町、ここら辺のエリアでやはり

観光の連携が非常に大切ではないかと、そのように思うわけです。そして、その中でも三春

は宿泊環境が一番整っているわけです。旅館も多いし、ですから、そこに持ち込むためにも、

そして交流人口をやっぱり増やせば、消費の拡大に確実につながるんです。 

  そういったことを踏まえて、２０２０年に向けて今から準備が必要と考えますけれども、

何かお考えがあれば、お聞かせください。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  お答え申し上げます。 

  外国人観光客、いわゆるインバウンドにつきましては、やはり宿泊していただくのが有効

な手段だと考えております。外国人等々のアンケート調査等も見ますと、いわゆる今は体験

型と言いまして、その観光地に来て何か体験をするというのが、かなり多くなっていると伺

っております。その際に、通常ですと我々が普通考えていること以外の、こんなことに興味

を示すのか、といったものがあると伺ってもおります。 

  三春町でも、例えばそういった観光資源、三春町には神社・仏閣が多ございます。今現在

も、例えば数珠巡りであったり、あるいは和算であったり、体験ができるようなメニューも

作っでございますので、そういったものを周知ＰＲをすることによって、海外の方、インバ

ウンドに繋げられていければと考えております。いずれにしましても、特に観光インバウン

ドの分野ですと、行政だけではなかなか思うようにいかない、民間の皆さんの方のお力を借

りて取り組まないといけないので、関係する団体、あるいは関係者の皆様方とご相談をさせ

ていただきながら、取組みを進め参れればと思っております。よろしくお願いします。 

○議長  質問があればこれを許します。 

三瓶文博君。 

○９番（三瓶文博君）  滝桜の苗木を贈った件でございますけれども、町長、普段から滝桜

外交と言われまして、さまざまなところに滝桜が行っているわけでございます。でも、そこ

との交流というのは案外、聞きません。そして、ライスレイクは交流、姉妹都市であります

けれども、姉妹都市３０年になるまで送れなかったという事情があって、去年行って贈った
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わけでございますけれども、多分、ライスレイクの方は多分１００人以上の方が三春に来て、

本物の滝桜を見ているんだと思うんです。そういった桜が、今度はライスレイクにあるとい

うことは、非常に友好の証としてはすばらしいことだなと評価をしているわけでございます

けれども、他に贈ったものとなかなか交流がないと。今回、オリンピックもございまして、

非常に福島県の認知度というのは全体で考えると欧米、要するにヨーロッパ、アジアでも非

常に高いんですというデータがあるんです。 

  原発のこともあるんでしょうけども、非常に認知度が高い。それで、やっぱり来日意欲が

高いというデータがあるような状況でございますので、そういった贈った場所に通常、その

桜がどうなっていますかとか、そういったふうなことで交流の掘り起こしができれば、より

一層、交流が拡大していくと思うんです。これも来町の意欲になると思う。そういった状況

が生まれてくるとも思うもんですから、ぜひ、そこら辺に対してどのようにお考えか、ちょ

っとお聞かせください。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  新野産業課長。 

○産業課長  滝桜の桜の交流ということで、さまざまな取組みを行って参りました。実は、

昨年になりますか、滝桜からの手紙ということで、これは主に国内の桜の交流をいたしまし

た自治体、あるいは団体、そういったところに、その後、三春の滝桜の苗木のほうの育成状

況はいかがでしょうかと、いうふうなお便りを出した経過がございます。それらのご返事に

つきましても、いくつか返ってきておりますので、そういったものの整理、取りまとめ、こ

ちらについても、今、行っている状況でございます。 

  今ほどご提案のございました、例えば海外にも多く滝桜の苗木等も行ってございますので、

今行っておりますそういった取組みの成果・評価と合わせまして、今後の取組みということ

で検討して参りたいと考えております。 

○議長  質問があればこれを許します。 

（ありませんの声あり） 

○議長  第３の質問を許します。 

○９番（三瓶文博君）  ３件目の質問をします。 

  国が検討している新たな広域連携に対する町の考え方についてでございます。 

  ２月２４日の新聞報道によると、国が検討している新たな広域連携のアンケート調査では、

県内５９市町村のうち、「どちらかといえば賛成」が８市町村（１３.６％）、１０市町村（１

６.９％）が「反対」、２５市町村（４２.４％）が「どちらかといえば反対」、計５９.３％と

反対側が上回ったという結果が出ておりました。 

  その中で三春町は、「その他」の２７.１％に入っております。これは、制度の詳細が固ま

っていないため、賛否を判断できないという理由が多かったためのようでした。 

  現時点における町の考えをもう少し具体的にお聞かせください。 

○議長  第３の質問に対する当局の答弁を求めます。 

影山企画政策課長。 

○企画政策課長  国が検討している新たな広域連携の内容については、連携する複数の自治

体をひとつの圏域に定め、この圏域を行政主体として、権限や財源を与えることで検討が進

められているものになります。 

  この圏域構想に係る検討については、２０４０年頃に深刻となる人口減少・高齢社会への

対応のため、総務省の有識者研究会を中心に検討が進められ、２０２０年頃を目途に具体的
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な枠組みを取りまとめることになっております。 

  現時点では、具体的な圏域構想に係る枠組みが示されておらず、町としましては、賛成や

反対を判断できる段階ではないため、ご指摘のあったアンケート調査において「その他」と

いう回答をさせていただいたところであります。 

  人口減少・高齢社会が進むなか、自治体間の広域連携は、持続可能な自治体運営を行うた

めに、重要なものと認識はしております。 

  しかしながら、自治体間の広域連携を進めるにあたっては、さまざまな枠組みがあるなか

で、三春町のために資する取組みになるかどうか、制約などはないかどうかなどを適切に判

断することが重要であるものと考えております。 

  こうした考え方のもとで、過日、「こおりやま広域連携中枢都市圏」においては、連携協約

を締結したところであり、町民の利便性の向上につながる連携を進めて参りたいと考えてお

ります。 

○議長  質問があればこれを許します。 

三瓶文博君。 

○９番（三瓶文博君）  こおりやま広域連携中枢都市圏の連携協約が１月に締結されました。

これは、全国では平成２７年度からの制度でありまして、２５３市町村が締結をしていると

いうふうな結果がありまして、非常にそれはいい部分が出ているというような報告もなされ

ているのもありました。 

  町のホームページを見ますと、この広域圏の部分に関しましては、１、２、３と経済成長

の牽引に都市機能の集積・強化、生活関連機能サービス向上、この３つに分けて、非常にわ

かりやすく表示されているということで、非常にいいことだなと思って見ております。 

  あと、私、広域圏のビジョン懇談会に２回傍聴に行ってきました。出席者それぞれの話を

聞きますと、それぞれの地域、団体の抱える問題も話されており、これは非常に課題も多い

なという感じを受けたわけでございますけれども、今後進む人口減少、少子高齢化の中、持

続可能な住民サービスの提供をするためには、連携は避けて通れないと思いますが、小さな

自治体の独自の行政運営を妨げるものであってはいけないと、そういうふうに感じるもので

あります。 

  また、一方では大きな期待もあるんです。ですから、連携協約締結後の今後の取組みの方

向性があれば、お聞かせください。 

○議長  当局の答弁を求めます。 

  影山企画政策課長。 

○企画政策課長  お答えいたします。 

  今、議員おっしゃったようにビジョン懇談会の中で１５の市町村があるわけなんですが、

なかなかいろんな地域性とかそういう考え方の違いとかにより、なかなか業務連携は難しい

んじゃないかというのは、確かにそういう意見もあります。 

  ただ、連携した以上、締結した以上、まずは考え方としては取り組みやすい、また、連携

やすい事業、これをスモールスタートで始めたいと。このスモールスタートというのは、小

さな展開から徐々に事業を広げて、自治体間の連携体制を構築しながら事業を進めていきま

しょうということで、スモールスタートというものを掲げております、広域全体で。 

  町もそれと同じなんですが、一番大事なのは、最終的には町民の利便性の向上と実効性の

ある事業です。これを選定しなくちゃならないと、これが最終目的になりますので、現在、

その事業の選定、行っているところでございます。当然、具体的になれば議員の皆さん方の
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意見なども当然聞きながら、協議、また検討して参りたいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

  進め方としては以上でございます。 

○議長  質問があればこれを許します。 

  （ありませんの声あり） 

…………・・ 散 会 宣 言 ・・………… 

○議長  これにて、一般質問を終結いたします。 

  以上で、本日の日程は全て終了いたしましたので散会いたします。ご苦労さまでした。 

  （午後２時１２分） 
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平成３１年３月１２日（火曜日） 

１ 出席議員は次のとおりである。 

１番 新 田 信 二 ２番 本 田 忠 良 ３番 隂 山 𠀋 夫 

４番 松 村 妙 子 ５番 山 崎 ふじ子 ６番 鈴 木 利 一 

７番 佐 藤 一 八 ８番 渡 辺 正 久 ９番  三 瓶 文 博 

10番 佐久間 正 俊 11番 小 林 鶴 夫 12番 橋 本 善 次 

13番 

16番  

影 山 常 光 

佐 藤   弘 

14番 日下部 三 枝 15番 影 山 初 吉 

 

２ 欠席議員は次のとおりである。 

なし  

３ 職務のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

事 務 局 長  増子 伸一    書記    久保田 浩 

４ 地方自治法第 121条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。   

町   長 鈴 木 義 孝 

副 町 長 坂 本 浩 之 

 

総 務 課 長 伊 藤   朗 財 務 課 長 眞 田 晴 信 

住 民 課 長 遠 藤 信 行 企 画 政 策 課 長 影 山 敏 夫 

税 務 課 長 佐久間 孝 夫 保 健 福 祉 課 長 佐久間 美代子 

子育て支援課長 影 山 清 夫 
会 計 管 理 者 兼 

会 計 室 長 
安 部 良 明 

建 設 課 長 宮 本 久 功   

企 業 局 長 村 田 浩 憲 
 

  

教 育 長 髙 橋 正 美 教育次長兼教育課長 永 山   晋 

生 涯 学 習 課 長 本 間   徹 
  

  

農業委員会会長 大 内 昭 喜   

    

代 表 監 査 委 員 村 上   弘   

５ 議事日程は次のとおりである。 

  議事日程 平成３１年３月１２日（火曜日） 午後２時００分開会 

   第１ 付託陳情事件の委員長報告並びに審査 

第２ 付託議案の委員長報告 

第３ 議案の審議 

議案第 １号 町道路線の廃止について 
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議案第 ２号 町道路線の認定及び変更について 

議案第 ３号 権利の放棄について 

議案第 ４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい       

      て 

議案第 ５号 非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条 

例の制定について 

議案第 ６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ７号 三春町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ８号 三春町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９号 三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１０号 三春町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第１１号 三春町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

議案第１２号 三春町敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１３号 三春町福祉会館等の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議案第１４号 三春町高齢者生活支援ショートステイ手数料条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第１５号 三春町重度心身障がい者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

議案第１６号 三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１７号 三春町地区公共施設設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１８号 三春町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議案第１９号 三春町墓地条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２０号 三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２１号 三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２２号 三春町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２３号 三春町給水条例等の一部を改正する条例の制定について 

議案第２４号 三春町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２５号 三春町高額療養費貸付基金の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の

制定について 

議案第２６号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第２７号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第２８号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第２９号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３０号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３１号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３２号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３３号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 
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議案第３４号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３５号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３６号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３７号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３８号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて 

議案第３９号 三春町福祉会館に係る指定管理者の指定について 

議案第４０号 三春町生活工芸館に係る指定管理者の指定について 

議案第４１号 三春の里農業公園に係る指定管理者の指定について 

議案第４２号 三春ダム資料館物産展示室に係る指定管理者の指定について 

議案第４３号 三春町定住促進住宅に係る指定管理者の指定について 

議案第４４号 平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）について 

議案第４５号 平成３０年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

議案第４６号 平成３０年度三春町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

議案第４７号 平成３０年度三春町介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

議案第４８号 平成３０年度三春町町営バス事業特別会計補正予算（第２号）について 

議案第４９号 平成３０年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第４号）について 

議案第５０号 平成３０年度三春町病院事業会計補正予算（第１号）について 

議案第５１号 平成３０年度三春町宅地造成事業会計資本剰余金の処分について 

議案第５２号 平成３１年度三春町一般会計予算について 

議案第５３号 平成３１年度三春町国民健康保険特別会計予算について 

議案第５４号 平成３１年度三春町後期高齢者医療特別会計予算について 

議案第５５号 平成３１年度三春町介護保険特別会計予算について 

議案第５６号 平成３１年度三春町町営バス事業特別会計予算について 

議案第５７号 平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算について 

議案第５８号 平成３１年度三春町病院事業会計予算について 

議案第５９号 平成３１年度三春町水道事業会計予算について 

議案第６０号 平成３１年度三春町下水道事業等会計予算について 

議案第６１号 平成３１年度三春町宅地造成事業会計予算について 

  発議第 １号 三春町議会基本条例の制定について 

  発議第 ２号 三春町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について 

６ 会議次第は次のとおりである。 

 （開会 午後２時００分） 

…………・・ 開 会 宣 言 ・・………… 

○議長  ご苦労様です。それでは、ただいまより、本日の会議を開きます。 

…………・・ 付託陳情事件の委員長報告及び審査 ・・………… 

○議長  日程第１により、付託陳情事件の委員長報告及び審査を行います。付託陳情事件の委員長

報告を求めます。 

○議長  経済建設常任委員長。 

○経済建設常任委員長  経済建設常任委員会が本定例会において、付託を受けた陳情事件に

ついて、その審査の経過と結果について報告いたします。 

  なお、審査については、３月４日、第４委員会室において開会いたしました。 

陳情第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の陳情について 
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陳情者   田村市船引町船引字南町通５２ 

日本労働組合総連合会福島県連合会田村地区連合会 

議長 白岩 進一郎 

本陳情は、福島県の最低賃金は、目標として掲げた最低額と大きく乖離しているとともに、

その水準は全国でも３１位と低位にあり、県内勤労者の賃金水準や経済実勢などと比較して

も極めて低いことから、一般的な賃金の実態に見合った十分な水準の引き上げを求めるため

に、要望するものであります。 

以上について、慎重に審査いたしました結果、地方自治法第９９条の規定により、意見書

を提出することについては、妥当であると判断できることから、当委員会は、全員一致で採

択すべきものと決しました。 

以上、経済建設常任委員会の報告といたします。 

○議長  ただいまの委員長報告に質疑があれば、これを許します。 

  （なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

  （なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

陳情第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の陳情についてを

採決します。 

○議長  お諮りいたします。本陳情は只今の委員長報告のとおり、採択することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、陳情第１号は委員長報告のとおり、採択とすることに決定しました。 

…………・・ 付託議案の委員長報告 ・・………… 

○議長  日程第２により、付託議案の委員長報告を求めます。 

総務常任委員長。 

○総務常任委員長  総務常任委員会が本定例会において付託を受けた議案について、その審査

の経過と結果について報告いたします。 

なお、本委員会は２月２８日に日程設定を行い、３月４日、５日、６日、７日、８日、１

１日及び１２日の８日間、第１委員会室において開会しました。 

議案第 ４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て                      

議案第 ５号 非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例の制定について               

議案第 ６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について   

以上３案について、総務課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重

に審査いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第 ８号 三春町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について                           

議案第１７号 三春町地区公共施設設置条例の一部を改正する条例の制定について                          

議案第２５号 三春町高額療養費貸付基金の設置及び管理に関する条例を廃止する条例
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の制定について  

以上３案について、財務課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重

に審査いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第 ９号 三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

財務課長及び税務課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査

いたしました結果、所管に係る事項について、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

議案第４４号 平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）について  

議案第４９号 平成３０年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第４号）について  

以上２案について、財務課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重

に審査いたしました結果、所管に係る事項について、全員一致、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

議案第５２号 平成３１年度三春町一般会計予算について  

総務課長、財務課長、企画政策課長、税務課長及び会計室長の出席を求め、本案に関する

詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました結果、所管に係る事項について、全員一

致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第５７号 平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算について  

財務課長及び企画政策課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に

審査いたしました結果、所管に係る事項について、全員一致、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

以上、総務常任委員会の報告といたします。 

○議長  経済建設常任委員長。 

○経済建設常任委員長  経済建設常任委員会が本定例会において、付託を受けた議案について、

その審査の経過と結果について報告いたします。 

  なお、本委員会は２月２８日に日程設定を行い、３月４日、５日、６日、７日、１１日及

び１２日の７日間第４委員会室において開会し、３月４日には現地調査も行いました。 

議案第４１号 三春の里農業公園に係る指定管理者の指定について 

産業課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました

結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第４９号 平成３０年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第４号）について 

議案第５７号 平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算について 

  以上２案について、産業課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重

に審査いたしました結果、所管に係る事項について、全員一致、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

議案第 １号 町道路線の廃止について 

議案第 ２号 町道路線の認定及び変更について 

議案第 ３号 権利の放棄について 

議案第２０号 三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２１号 三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２２号 三春町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第４２号 三春ダム資料館物産展示室に係る指定管理者の指定について 

議案第４３号 三春町定住促進住宅に係る指定管理者の指定について 
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  以上８案について、建設課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重

に審査いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第４４号 平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）について 

議案第５２号 平成３１年度三春町一般会計予算について 

以上２案について、産業課長、建設課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けま

した。慎重に審査いたしました結果、所管に係る事項について、全員一致、原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

議案第２３号 三春町給水条例等の一部を改正する条例の制定について 

議案第２４号 三春町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第５１号 平成３０年度三春町宅地造成事業会計資本剰余金の処分について 

議案第５９号 平成３１年度三春町水道事業会計予算について 

議案第６０号 平成３１年度三春町下水道事業等会計予算について 

議案第６１号 平成３１年度三春町宅地造成事業会計予算について 

以上６案について、企業局長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重

に審査いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上、経済建設常任委員会の報告といたします。 

○議長  １５番。 

○１５番（影山初吉君）  今の委員長報告の中で、議案第２号「町道路線の認定及び廃止」

となっておりますが、議案は町道路線の認定及び変更になっておりますが、どうでしょう。 

○議長  議案第２号については、「町道路線の認定及び変更について」が正しい。委員長の

方で訂正をお願いします。 

○経済建設常任委員長  大変申し訳ありません。議案第２号について「町道路線の認定及び

変更について」に修正させていただきます。 

○議長  文教厚生常任委員長。 

○文教厚生常任委員長  文教厚生常任委員会が本定例会において、付託を受けた議案につ

いて、その審査の経過と結果について報告いたします。 

なお、本委員会は、２月２８日に日程設定を行い、３月４日、５日、６日、７日、８

日、１１日及び１２日の８日間、第３委員会室において開会いたしました。 

議案第 ７号 三春町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１２号 三春町敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１３号 三春町福祉会館等の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定につい    

      て 

議案第１４号 三春町高齢者生活支援ショートステイ手数料条例の一部を改正する条例の

制定について 

議案第１５号 三春町重度心身障がい者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

議案第１６号 三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第３９号 三春町福祉会館に係る指定管理者の指定について 

議案第４０号 三春町生活工芸館に係る指定管理者の指定について 

以上８案について、保健福祉課長等の出席を求め、詳細な説明を受けました。慎重に審査

いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第 ９号 三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

住民課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました
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結果、全員一致、所管に係る事項について、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第１８号 三春町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議案第１９号 三春町墓地条例の一部を改正する条例の制定について 

以上２案について、住民課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重

に審査いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第１０号 三春町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について 

生涯学習課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしま

した結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第１１号 三春町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

子育て支援課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたし

ました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第４４号 平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）について 

住民課長、子育て支援課長、教育次長、生涯学習課長及び保健福祉課長等の出席を求め、

本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました結果、全員一致、所管に係

る事項について、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第４５号 平成３０年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

議案第４６号 平成３０年度三春町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

議案第４７号 平成３０年度三春町介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

議案第５０号 平成３０年度三春町病院事業会計補正予算（第１号）について 

以上４案について、保健福祉課長等の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。

慎重に審査いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第４８号 平成３０年度三春町町営バス事業特別会計補正予算（第２号）について 

住民課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました

結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第４９号 平成３０年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第４号）について 

住民課長及び教育次長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査

いたしました結果、全員一致、所管に係る事項について、原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

議案第５２号 平成３１年度三春町一般会計予算について 

住民課長、子育て支援課長、教育次長、生涯学習課長及び保健福祉課長等の出席を求め、

本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました結果、全員一致、所管に係

る事項について、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第５３号 平成３１年度三春町国民健康保険特別会計予算について 

議案第５４号 平成３１年度三春町後期高齢者医療特別会計予算について 

議案第５５号 平成３１年度三春町介護保険特別会計予算について 

議案第５８号 平成３１年度三春町病院事業会計予算について 

以上４案について、保健福祉課長等の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。

慎重に審査いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第５６号 平成３１年度三春町町営バス事業特別会計予算について 

住民課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました

結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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議案第５７号 平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算について  

住民課長、子育て支援課長及び教育次長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けま

した。慎重に審査いたしました結果、全員一致、所管に係る事項について、原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

以上、文教厚生常任委員会の報告といたします。 

○議長  なお、議案第２６号から議案第３８号まで、並びに発議第１号から発議第２号までの１

５議案につきましては、委員会に付託せず全体会で審査を行いましたので、申し添えます。 

…………・・ 議 案 の 審 議 ・・………… 

○議長  日程第３により、議案の審議を行います。 

議案第１号「町道路線の廃止について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより議案第１号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第２号「町道路線の認定及び変更について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより議案第２号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第３号「権利の放棄について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

  （なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

  （なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます 

これより、議案第３号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４号「職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」

を議題とします。 

これより質疑を許します。 

  （なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

  （なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます 

これより、議案第４号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第５号「非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第６号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とし

ます。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第６号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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議案第７号「三春町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とし

ます。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第７号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり）    

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第８号「三春町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第８号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第９号「三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第９号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１０号「三春町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  
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○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１０号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○議長  議案第１１号「三春町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１１号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１２号「三春町敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定について」を議題としま

す。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１２号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１３号「三春町福祉会館等の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 
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○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１３号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１４号「三春町高齢者生活支援ショートステイ手数料条例の一部を改正する条例の

制定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１４号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１５号「三春町重度心身障がい者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１５号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１６号「三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例の制定について」を議

題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１６号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１７号「三春町地区公共施設設置条例の一部を改正する条例の制定について」を議

題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１７号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１８号「三春町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１８号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第１９号「三春町墓地条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第１９号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第２０号「三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について」を議題
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とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第２０号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第２１号「三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の制定について」を議

題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第２１号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第２２号「三春町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について」を議題としま

す。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第２２号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第２３号「三春町給水条例等の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 
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これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第２３号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第２４号「三春町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者

の資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

 （なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第２４号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第２５号「三春町高額療養費貸付基金の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の

制定について」を議題とします。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第２５号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

お諮りいたします。議案第２６号から議案第３８号については、農業委員会委員の任命に

関する人事案件でありますので、討論を省略して採決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、議案第２６号から議案第３８号については、討論を省略して採決いたします。 

議案第２６号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 
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（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第２６号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、本田儀勇氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

○議長  ここで議事進行のため議長席を副議長に交代しますので暫時休憩いたします。 

  （佐藤議長は１６番席に移動） 

  （影山副議長が議長席に移動） 

○副議長  それでは、休憩を閉じて休憩前に引続き再開いたします。 

議案第２７号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

（佐藤議員より議長の声あり） 

○副議長  １６番 佐藤弘君。 

○１６番（佐藤議員） 本案は、私の一身上に関する議案ですので退席を許可願います。 

○副議長  地方自治法第１１７条の規定によって佐藤弘君の退席を許可いたします。 

  （１６番佐藤弘君 議場から退出） 

○副議長  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○副議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第２７号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○副議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、佐藤久美氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

○副議長  ここで佐藤弘君の再入室を許可いたします。 

（１６番佐藤弘君 再入室し１６番席に着席） 

○副議長  ここで議長席交代のため暫時休憩いたします。 

  （影山副議長は１５番席に着席） 

（佐藤弘君は議長席に着席） 

○議長  休憩を閉じて休憩前に引続き再開いたします。 

議案第２８号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第２８号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 
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○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、松崎正夫氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第２９号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第２９号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、橋本一三氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３０号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３０号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、加藤不二夫氏を農業委員会委員に任命することに同意する

ことに決定いたしました。 

議案第３１号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３１号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、山村謙二氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３２号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３２号を採決いたします。 
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  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、橋本正亀氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３３号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３３号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり、市川勝一氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３４号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３４号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり、影山和男氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３５号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３５号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり、影山明夫氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３６号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  
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○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３６号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、佐藤芳吉氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３７号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３７号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、橋本三郎氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３８号「農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて」を議題と

します。 

  これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより、議案第３８号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり、増子弘子氏を農業委員会委員に任命することに同意するこ

とに決定いたしました。 

議案第３９号「三春町福祉会館に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第３９号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４０号「三春町生活工芸館に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 
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これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４０号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４１号「三春の里農業公園に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４１号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４２号「三春ダム資料館物産展示室に係る指定管理者の指定について」を議題とし

ます。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４２号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４３号「三春町定住促進住宅に係る指定管理者の指定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。    

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 
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○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４３号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４４号「平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）について」を議題としま

す。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４４号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４５号「平成３０年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について」

を議題とします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４５号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○議長  議案第４６号「平成３０年度三春町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて」を議題とします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４６号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４７号「平成３０年度三春町介護保険特別会計補正予算（第４号）について」を議

題とします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４７号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４８号「平成３０年度三春町町営バス事業特別会計補正予算（第２号）について」

を議題とします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４８号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第４９号「平成３０年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算（第４号）について」

を議題とします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第４９号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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議案第５０号「平成３０年度三春町病院事業会計補正予算（第１号）について」を議題と

します。 

収益的収入・支出及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５０号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第５１号「平成３０年度三春町宅地造成事業会計資本剰余金の処分について」を議題

とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５１号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

議案第５２号「平成３１年度三春町一般会計予算について」を議題といたします。 

歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５２号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第５３号「平成３１年度三春町国民健康保険特別会計予算について」を議題といたし

ます。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 
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○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５３号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第５４号「平成３１年度三春町後期高齢者医療特別会計予算について」を議題といた

します。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５４号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第５５号「平成３１年度三春町介護保険特別会計予算について」を議題といたします。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５５号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第５６号「平成３１年度三春町町営バス事業特別会計予算について」を議題といたし

ます。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 
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これより、議案第５６号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第５７号「平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算について」を議題といた

します。 

  歳入歳出全般について質疑を許します。  

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５７号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第５８号「平成３１年度三春町病院事業会計予算について」を議題といたします。収

益的収入・支出及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５８号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第５９号「平成３１年度三春町水道事業会計予算について」を議題といたします。収

益的収入・支出及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第５９号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 
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議案第６０号「平成３１年度三春町下水道事業等会計予算について」を議題といたします。 

収益的収入・支出及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第６０号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

議案第６１号「平成３１年度三春町宅地造成事業会計予算について」を議題といたします。 

収益的収入・支出及び資本的収入・支出全般について質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、議案第６１号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決されました。 

○議長  発議第１号「三春町議会基本条例の制定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、発議第１号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

発議第２号「三春町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について」を議題とします。 

これより質疑を許します。 

（なしの声あり）  

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。  

（なしの声あり） 
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○議長  討論なしと認めます。 

これより、発議第２号を採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

…………・・ 追加議案の提出 ・・………… 

○議長 お諮りいたします。 

  ただいま、経済建設常任委員長より発議第３号「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を

求める意見書の提出について」が提出されました。      

この際、日程に追加して議題にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、発議第３号を日程に追加し、議題とすることに決しました。 

議案書を配付いたしますので、少々お待ち願います。 

  （議案書の配布） 

○議長  配布漏れはありませんか。 

  （なしの声あり） 

○議長  発議第３号「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出につい

て」を議題といたします。 

  趣旨説明を求めます。経済建設常任委員長。 

○経済建設常任委員長  発議第３号「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見 

書」の提出について 

地方自治法第９９条の規定により、「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見

書」を、別紙のとおり関係機関に提出するものとする。 

  平成３１年３月１２日提出 

提出者 三春町議会経済建設常任委員会 委員長 三瓶文博 

意見書の内容並びに提出先等につきましては、お手元に配布いたしました意見書のとおり

であります。 

  平成３１年３月１２日 三春町議会議長 佐藤弘  

以上、提出するものであります。 

ご審議の上、可決くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長  ただいまの説明に対する質疑を許します。 

（なしの声あり） 

○議長  質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

これより、発議第３号を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 
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○議長  異議なしと認めます。 

  よって本案は、原案のとおり可決し、各関係機関に意見書を提出することに決しました。 

…………・・ 特別委員会の委員長報告 ・・………… 

○議長  日程第４特別委員会の委員長報告について、会議規則第４４条の２の規定により、    

各特別委員会の所管事項についての中間報告を求めたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  それでは、各特別委員会の委員長報告を求めます。 

○議長  三春町町立学校再編等調査特別委員長。 

○学校再編等調査特別委員会委員長  三春町町立学校再編等調査特別委員会より報告いた  

します。 

平成３０年度において、当委員会は計５回の委員会を開催いたしました。 

６月に開催の委員会においては、旧児童館に場所を移し行っている、地域子育て支援セン

ターに赴き、運営状況等について説明を求め、現況等について確認を行いました。 

９月に開催の委員会においては、岩江小学校に赴き、外壁改修工事の現地調査を実施しま

した。工事の概況等について担当より説明を求め、審査を行いました。 

１２月に開催の委員会においては、食育に力を入れている、三春中学校に赴き、給食の様

子等について学校より説明を求め、併せて、給食の試食を行いました。 

１月には平成３０年４月に開校した、郡山市立西田学園に赴き、児童、生徒の学校生活等

について説明を求め、現況等について確認を行いました。 

また、本日の委員会においては、これまで行った、現地調査の感想等について、議論を行

ったところであります。 

当委員会としては、各小・中学校の運営などについて、引続き、広い視点から、積極的に

議論して参りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上、活動内容を申し上げ、三春町町立学校再編等調査特別委員会の報告といたします。 

○議長  三春町議会広報広聴特別委員長。 

○広報広聴特別委員会委員長  三春町議会広報広聴特別委員会より報告いたします。 

  当委員会は、昨年４月から昨日まで、「議会報みはる」の編集・発行、「町民と議会との意

見交換会」の企画・検討、「広報クリニック・先進自治体研修」など、計１０回開催しました。 

まず、「議会報みはる」は、より多くの町民の皆さんに、手にとって読んでもらうことを第

一に考え、読みやすく、分かりやすい議会報の編集に努め、昨年どおり昨年５月、８月、１

１月、そして今年２月の計４回発行しました。 

表紙では、季節感のあるものや行事に参加する子どもたちを、裏表紙では「みはるの子ど

もたち」と題して、町内の幼稚園・保育所で元気に活動する子どもたちのようすを紹介しま

した。 

また、今年度から導入した７名の「議会報モニター」から寄せられた意見等を踏まえ、毎

号少しずつ改善を加え、紙面の充実に取り組みました。 

次に、今年度で３回目となる町民と議会との意見交換会については、昨年１０月から１２

月にかけて各種団体を対象として、合計８回開催し、多くの町民の皆さんに参加いただきま

した。 

意見交換会では、子育て支援、人口減少対策、通年観光、公共施設の整備など幅広い分野

について、活発な議論が展開されました。町民の皆さんから寄せられた意見・要望は、改め
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て全員協議会で内容を精査し、議会からの意見･要望として町執行側に申入れを行いました。 

さらに、昨年７月には、町村議会広報の全国コンクールで優秀な成績をおさめている群馬

県玉村町議会を訪問し、特徴的な表紙の編集、写真のレイアウト、文字のバランスを活用し

た分かりやすい紙面づくり、広報委員を中心とした編集体制などについて視察研修しました。 

今後も、当委員会では、先進自治体研修を生かし、議会報モニターの意見を踏まえ、読み

やすく、分かりやすい「議会報みはる」の編集・発行に努めるとともに、町民と議会との意

見交換会などを通じて、広報・広聴に努力して参りたいと考えています。 

以上、三春町議会広報広聴特別委員会の報告といたします。 

○議長  ただいま、総務・経済建設・文教厚生の各常任委員会委員長並びに議会運営委員会

委員長より、所管に係る事項について、会議規則第７１条の規定により、閉会中の審査、調

査について、別紙のとおり申し出がありましたので、閉会中の審査、調査に付することに、

ご異議ありませんか。  

（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、各常任委員会委員長並びに議会運営委員会委員長申し出のとおり、所管に係る事

項について、閉会中の審査、調査に付することに決定いたしました。 

○議長  ただいま、三春町町立学校再編等調査・三春町議会広報広聴の各特別委員会の委員

長より、所管に係る事項について、会議規則第７１条の規定により、閉会中の審査、調査に

ついて、別紙のとおり申し出がありましたので、閉会中の審査、調査に付することにご異議

ありませんか。  

（異議なしの声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

よって、各特別委員会委員長申出のとおり、所管に係る事項について、閉会中の審査、調

査に付することに決定いたしました。 

○議長  本定例会の会議に付された事件は、全て終了いたしました。 

…………・・ 町 長 挨 拶 ・・………… 

○議長  ここで町長より発言があれば、これを許します。鈴木町長。 

○町長  長丁場の３月定例会、議員の皆さん方には精力的に議案の審査をしていただきまし

て、全議案可決・同意をしていただきまして、誠にありがとうございます。新年度予算も議

決をいただきました。予算執行にしっかり務めて参りたいと思いますし、特に庁舎建設の予

算も議決をしていただきましたので、できりだけ早い時期に入札執行するなどして、取り組

んで参りたいと考えております。 

  まもなく、桜の開花シーズンを迎えます。今年からテレビで滝桜の開花情報を、予想を流

しておりますけれども、テレビでは４月７日と報道されておりますけども、これが当たるか

どうかはその時になってみなければわからないだろうと、思っておりますけれども、三春町

にとっては一年で一番、華やぐしかも忙しい時期を迎えるわけでありますけれども、議員の

皆さんのご協力をいただきながら、この桜シーズン、しっかり取り組んでいきたいので、よ

ろしくお願いを申し上げてあいさつにいたします。ありがとうございました。 

…………・・ 閉 会 宣 言 ・・………… 

○議長 これをもって、平成３１年三春町議会３月定例会を閉会いたします。ご苦労様でした。 

（閉会 午後３時２１分） 
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議 案 審 議 結 果 一 覧 表 

議案番号 件     名 採決 議決の状況 

議案第 １号 町道路線の廃止について 全 員 可決 

議案第 ２号 町道路線の認定及び変更について 全 員 可決 

議案第 ３号 権利の放棄について 全 員 可決 

議案第 ４号 
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定につい  
全 員 可決 

議案第 ５号 
非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 
全 員 可決 

議案第 ６号 
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 
全 員 可決 

議案第 ７号 
三春町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

について 
全 員 可決 

議案第 ８号 
三春町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制

定について 
全 員 可決 

議案第 ９号 
三春町手数料条例の一部を改正する条例の制定につい

て 
全 員 可決 

議案第１０号 

三春町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

全 員 可決 

議案第１１号 
三春町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 
全 員 可決 

議案第１２号 
三春町敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 
全 員 可決 

議案第１３号 
三春町福祉会館等の設置に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 
全 員 可決 

議案第１４号 
三春町高齢者生活支援ショートステイ手数料条例の一

部を改正する条例の制定について 
全 員 可決 

議案第１５号 
三春町重度心身障がい者医療費の給付に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 
全 員 可決 

議案第１６号 
三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例の

制定について 
全 員 可決 

議案第１７号 
三春町地区公共施設設置条例の一部を改正する条例の

制定について 
全 員 可決 

議案第１８号 
三春町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改 

正する条例の制定について 
全 員 可決 

議案第１９号 三春町墓地条例の一部を改正する条例の制定について 全 員 可決 

議案第２０号 
三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制

定について 
全 員 可決 

議案第２１号 
三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の

制定について 
全 員 可決 

議案第２２号 
三春町都市公園条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 
全 員 可決 
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議案番号 件     名 採決 議決の状況 

議案第２３号 
三春町給水条例等の一部を改正する条例の制定につい

て 
全 員 可決 

議案第２４号 

三春町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準

並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

全 員 可決 

議案第２５号 
三春町高額療養費貸付基金の設置及び管理に関する

条例を廃止する条例の制定について 
全 員 可決 

議案第２６号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第２７号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第２８号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めるこ

とについて 
全 員 同意 

議案第２９号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めるこ

とについて 
全 員 同意 

議案第３０号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３１号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３２号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３３号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３４号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３５号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３６号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３７号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３８号 
農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること

について 
全 員 同意 

議案第３９号 三春町福祉会館に係る指定管理者の指定について 全 員 可決 

議案第４０号 三春町生活工芸館に係る指定管理者の指定について 全 員 可決 

議案第４１号 三春の里農業公園に係る指定管理者の指定について 全 員 可決 

議案第４２号 
三春ダム資料館物産展示室に係る指定管理者の指定に

ついて 
全 員 可決 

議案第４３号 三春町定住促進住宅に係る指定管理者の指定について 全 員 可決 

議案第４４号 
平成３０年度三春町一般会計補正予算（第４号）につ

いて 
全 員 可決 
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議案番号 件     名 採決 議決の状況 

議案第４５号 
平成３０年度三春町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）について 
全 員 可決 

議案第４６号 
平成３０年度三春町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）について 
全 員 可決 

議案第４７号 
平成３０年度三春町介護保険特別会計補正予算（第４

号）について 
全 員 可決 

議案第４８号 
平成３０年度三春町町営バス事業特別会計補正予算

（第２号）について 
全 員 可決 

議案第４９号 
平成３０年度三春町放射性物質対策特別会計補正予算

（第４号）について 
全 員 可決 

議案第５０号 
平成３０年度三春町病院事業会計補正予算（第１号）

について 
全 員 可決 

議案第５１号 
平成３０年度三春町宅地造成事業会計資本剰余金の

処分について 
全 員 可決 

議案第５２号 平成３１年度三春町一般会計予算について 全 員 可決 

議案第５３号 
平成３１年度三春町国民健康保険特別会計予算につい

て 
全 員 可決 

議案第５４号 
平成３１年度三春町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて 
全 員 可決 

議案第５５号 平成３１年度三春町介護保険特別会計予算について 全 員 可決 

議案第５６号 
平成３１年度三春町町営バス事業特別会計予算につい

て 
全 員 可決 

議案第５７号 
平成３１年度三春町放射性物質対策特別会計予算につ

いて 
全 員 可決 

議案第５８号 平成３１年度三春町病院事業会計予算について 全 員 可決 

議案第５９号 平成３１年度三春町水道事業会計予算について 全 員 可決 

議案第６０号 平成３１年度三春町下水道事業等会計予算について 全 員 可決 

議案第６１号 平成３１年度三春町宅地造成事業会計予算について 全 員 可決 

発議第 １号 三春町議会基本条例の制定について 全 員 可決 

発議第 ２号 
三春町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定につ

いて 
全 員 可決 

発議第 ３号 
福島県の最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見

書の提出について 
全 員 可決 

 

 

 

 

 


